フランス法における黙示の行政決定制度について by 服部 麻理子 et al.
フ
ラ
ン
ス
法
に
お
け
る
黙
示
の
行
政
決
定
制
度
に
つ
い
て
服
部
麻
理
子
一
は
じ
め
に
二
Ｄ
Ｃ
Ｒ
Ａ
法
以
前
の
状
況
三
Ｄ
Ｃ
Ｒ
Ａ
法
に
よ
る
規
律
内
容
と
そ
れ
に
対
す
る
評
価
四
個
別
法
に
お
け
る
黙
示
の
決
定
制
度
五
お
わ
り
に
一
は
じ
め
に
行
政
の
不
作
為
か
ら
国
民
の
権
利
・
利
益
を
保
護
す
る
た
め
の
仕
組
み
に
は
、
複
数
の
類
型
が
存
在
す
る
。
行
政
の
不
作
為
の
う
ち
、
申
請
に
対
す
る
諾
否
の
応
答
が
な
い
︵
以
下
、﹁
無
応
答
﹂
と
い
う
︶
場
合
へ
の
対
応
と
し
て
は
、
標
準
処
理
期
間
の
設
定
︵
行
政
手
続
法
第
六
条
︶
、
不
作
為
に
つ
い
て
の
不
服
申
立
て
︵
行
政
不
服
審
査
法
第
七
条
︶
お
よ
び
不
作
為
の
違
法
確
認
訴
訟
︵
行
政
事
件
訴
訟
法
第
三
条
第
五
項
︶
等
が
あ
る
。
中
で
も
、
不
作
為
の
違
法
確
認
訴
訟
は
、
行
政
に
よ
る
申
請
の
﹁
握
り
つ
ぶ
し
﹂
を
阻
止
し
て
国
民
の
﹁
申
(
)
請
権
﹂
を
保
護
す
る
こ
と
に
資
す
る
。
そ
の
際
、
法
が
﹁
相
当
の
期
間
﹂
と
い
う
定
め
方
を
し
て
い
る
の
は
、
多
様
な
申
請
に

328
つ
い
て
不
作
為
が
違
法
と
な
る
期
間
を
一
律
に
規
定
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
事
案
の
性
質
に
応
じ
て
裁
判
所
が
個
別
的
に
判
断
す
る
他
(
)
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
一
方
、
フ
ラ
ン
ス
に
目
を
転
ず
る
な
ら
ば
、
同
国
の
﹁
行
政
と
の
関
係
に
お
け
る
市
民
の
権
利
に
関
す
る
二
〇
〇
〇
年
四
月
一
二
日
の
法
律
第
三
二
(
)
一
号
﹂
︵
以
下
、
フ
ラ
ン
ス
の
文
献
に
倣
っ
て
Ｄ
Ｃ
Ｒ
Ａ
法
と
略
記
す
る
︶
は
、﹁
請
求
﹂︵
(
)
d
em
an
d
e︶
に
対
す
る
二
ヶ
月


以
上
の
無
応
答
は
拒
否
と
み
な
す
旨
を
一
律
に
定
め
て
い
る
。
そ
れ
で
は
、
国
民
か
ら
の
申
請
に
対
し
て
行
政
が
無
応
答
を
続
け
る
(
)
余
地
を
、
法
令
に
よ
り
予
め
縮
減
す
る
こ
と
は
、
実
体
法
的
・

訴
訟
法
的
に
ど
の
よ
う
な
意
義
を
有
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
理
論
的
根
拠
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
稿
に
お
い
て
は
、
Ｄ
Ｃ
Ｒ
Ａ
法
へ
と
結
実
す
る
に
至
っ
た
フ
ラ
ン
ス
法
に
お
け
る
黙
示
の
行
政
決
定
︵
d
écision
im
p
li-
cite
d
e
l’ad
m
in
istration
︶
制
度
を
紹
介
し
、
そ
の
意
義
と
、
申
請
者
等
に
与
え
ら
れ
る
保
障
の
内
容
に
つ
い
て
検
討
・
分
析
す
る
こ
と
に
す
る
。
︵
︶
薄
井
一
成
﹁
申
請
手
続
過
程
と
法
﹂﹃
行
政
法
の
新
構
想
Ⅱ
行
政
作
用
・
行
政
手
続
・
行
政
情
報
法
﹄︵
有
斐
閣
、
二
〇
〇
八
年
︶
二
七
〇
︱
二
七
一
頁
の
整
理
に
よ
1れ
ば
、
法
令
に
基
づ
く
申
請
と
は
﹁
相
当
の
期
間
内
に
当
該
行
政
庁
に
よ
る
何
ら
か
の
応
答
を
求
め
る
﹃
手
続
法
的
権
利
﹄
を
成
立
さ
せ
る
﹂
行
為
で
あ
り
、
当
該
申
請
の
﹁
仕
組
み
を
利
用
し
う
る
地
位
を
持
つ
者
が
、
現
実
に
申
請
の
意
思
を
表
示
す
る
こ
と
に
よ
り
成
立
す
る
手
続
法
的
権
利
﹂
が
﹁
申
請
権
﹂
で
あ
る
。
︵
︶
宇
賀
克
也
﹃
改
正
行
政
事
件
訴
訟
法
︱
改
正
法
の
要
点
と
逐
条
解
説
︱
︻
補
訂
版
︼﹄︵
青
林
書
院
、
二
〇
〇
六
年
︶
二
七
頁
。
ま
た
、
行
政
手
続
法
第
六
条
が
規
定
2す
る
標
準
処
理
期
間
は
、
行
政
庁
自
ら
が
設
定
す
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
裁
判
所
の
判
断
す
る
﹁
相
当
﹂
性
と
は
異
な
り
え
る
。
そ
の
意
味
で
、
重
要
な
参
考
に
は
な
る
が
、
必
ず
し
も
両
者
が
一
致
す
る
と
は
限
ら
な
い
︵
同
書
同
頁
︶。
参
照
、
同
﹃
行
政
法
概
説
Ⅱ
行
政
救
済
法
︻
第
二
版
︼﹄
︵
有
斐
閣
、
二
〇
〇
九
年
︶
三
〇
三
頁
、
三
九
八
頁
。
な
お
、
裁
判
例
に
よ
る
定
式
化
は
、﹁
相
当
の
期
間
経
過
の
有
無
は
、
そ
の
処
分
を
な
す
に
通
常
必
要
と
す
る
期
間
を
基
準
と
し
て
判
断
し
、
通
常
の
所
要
期
間
を
経
過
し
た
場
合
に
は
原
則
と
し
て
…
…
違
法
と
な
り
、
た
だ
、
右
期
間
を
経
過
し
た
こ
と
を
正
当
と
す
る
よ
う
な
特
段
の
事
情
が
あ
る
場
合
に
は
違
法
た
る
こ
と
を
免
れ
る
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
﹂
と
い
う
も
の
で
あ
る
︵
東
京
地
判
昭
和
三
九
年
一
一
月
四
日
行
集
一
五
巻
一
一
号
二
一
六
八
頁
︶。
︵
︶
L
oin
º
2000-321
d
u
12
av
ril2000
relativ
e
au
x
d
roits
d
es
citoy
en
s
d
an
s
leu
rs
relation
s
av
ec
les
ad
m
in
istration
s.
全
般
的
な
紹
介
と
し
て
、
参
照
、
3岡
村
美
保
子
﹁
フ
ラ
ン
ス
の
行
政
改
革
︱
行
政
機
関
と
の
関
係
に
お
け
る
市
民
の
権
利
に
関
す
る
法
律
﹂
外
国
の
立
法
二
一
八
︵
二
〇
〇
三
年
︶
一
五
︱
三
三
頁
、
滝
沢
フランス法における黙示の行政決定制度について（服部麻理子）
329
正
﹁
立
法
紹
介
﹂
日
仏
法
学
二
三
︵
二
〇
〇
四
年
︶
二
三
六
︱
二
三
七
頁
。
ま
た
、
同
法
第
一
編
第
二
章
の
内
容
を
検
討
す
る
も
の
と
し
て
は
、
小
原
清
信
﹁
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
情
報
公
開
法
制
の
改
革
︱
﹃
行
政
と
の
関
係
に
お
け
る
市
民
の
権
利
に
関
す
る
二
〇
〇
〇
年
四
月
一
二
日
の
法
律
﹄
を
中
心
に
︱
﹂
久
留
米
大
学
法
学
四
〇
号
︵
二
〇
〇
一
年
︶
一
四
五
︱
一
七
八
頁
が
あ
る
。
︵
︶
同
法
上
の
﹁
d
em
an
d
e﹂
と
い
う
用
語
は
、
日
本
法
に
お
け
る
行
政
に
対
す
る
﹁
申
請
﹂︵
行
政
手
続
法
第
二
条
第
三
号
︶
と
不
服
申
立
て
を
包
含
し
た
表
現
で
あ
4る
︵
後
述
、
三
⑴
︶
が
、
日
本
法
に
比
べ
て
、
行
政
に
対
し
て
﹁
求
め
る
﹂︵
d
em
an
d
er︶
と
い
う
こ
と
が
よ
り
明
ら
か
な
用
語
法
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
法
に
お
け
る
﹁
d
em
an
d
e﹂
は
﹁
請
求
﹂
と
訳
出
し
て
い
る
。
︵
︶
講
学
上
、
﹁
い
つ
処
分
を
す
る
か
﹂
に
関
す
る
選
択
は
、﹁
時
の
裁
量
﹂
と
い
う
呼
称
を
用
い
て
行
政
裁
量
の
一
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
﹁
時
の
裁
量
﹂
の
概
念
は
、
5最
判
昭
和
五
七
年
四
月
二
三
日
民
集
三
六
巻
四
号
七
二
七
頁
が
、
特
殊
車
両
通
行
認
定
処
分
を
覊
束
行
為
と
解
し
つ
つ
も
﹁
具
体
的
事
案
に
応
じ
道
路
行
政
上
比
較
衡
量
的
判
断
を
含
む
合
理
的
な
行
政
裁
量
を
行
使
す
る
こ
と
が
全
く
許
容
さ
れ
な
い
も
の
と
解
す
る
の
は
相
当
で
な
い
﹂
と
判
示
し
た
こ
と
に
対
し
て
、
塩
野
宏
教
授
が
提
示
し
た
理
論
的
受
け
皿
で
あ
る
。
塩
野
宏
﹃
行
政
法
Ⅰ
﹇
第
五
版
﹈
行
政
法
総
論
﹄︵
有
斐
閣
、
二
〇
〇
九
年
︶
一
三
一
︱
一
三
二
頁
。
二
Ｄ
Ｃ
Ｒ
Ａ
法
以
前
の
状
況
フ
ラ
ン
ス
法
に
お
い
(
)
て
は
、
日
本
法
に
お
け
る
二
〇
〇
四
年
改
正
後
の
行
政
事
件
訴
訟
法
第
三
条
第
六
項
に
規
定
さ
れ
る
義
務
付
け
'
訴
訟
に
該
当
す
る
訴
訟
類
型
が
な
い
一
方
で
、
黙
示
の
行
政
決
定
(
)
制
度
が
早
く
か
ら
発
展
し
て
き
た
。
フ
ラ
ン
ス
法
に
は
、
日
本
法
の
(
よ
う
な
不
作
為
の
違
法
確
認
訴
訟
も
な
く
、
予
先
的
決
定
の
原
則
︵
règ
le
d
e
la
d
écision
p
réalab
le︶
に
よ
っ
て
公
土
木
工
事
の
件
以
外
は
行
政
決
定
が
な
け
れ
ば
出
訴
で
き
な
い
た
め
、
申
請
者
の
権
利
を
保
障
す
る
た
め
に
は
行
政
の
無
応
答
を
も
っ
て
何
ら
か
の
﹁
決
定
﹂
が
あ
っ
た
と
み
な
す
仕
組
み
が
必
要
で
あ
(
)
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
ま
ず
、
Ｄ
Ｃ
Ｒ
Ａ
法
に
至
る
ま
で
の
制
度
お
よ
び
学
説
の
展
開
過
,
程
を
概
観
す
る
。
⑴
制
度
の
創
設
黙
示
の
拒
否
決
定
制
度
を
初
め
て
導
入
し
た
の
は
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
に
お
け
る
訴
訟
手
続
に
関
す
る
一
八
六
四
年
一
一
月
二
日
の
デ
ク
レ
で
あ
っ
た
と
さ
(
)
れ
る
。
そ
の
目
的
は
、
当
時
多
く
見
ら
れ
た
、﹁
裁
判
官
た
る
(
)
大
臣
﹂
︵
m
in
istre-ju
g
e︶
の
﹁
沈
黙
﹂
.
10
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︵
silen
ce︶
に
対
処
す
る
こ
と
で
あ
(
)
っ
た
。
当
該
デ
ク
レ
に
よ
り
、
大
臣
は
、
下
位
の
行
政
庁
が
な
し
た
決
定
に
対
す
る
不
服
の
訴
え
11
を
受
け
た
際
に
は
、
受
理
日
か
ら
起
算
し
て
四
ヶ
月
以
内
に
判
断
を
下
さ
な
く
て
は
な
ら
な
く
な
り
、
四
ヶ
月
が
経
っ
て
も
大
臣
か
ら
何
ら
の
判
断
も
下
さ
れ
な
い
場
合
、
請
求
者
は
訴
え
が
退
け
ら
れ
た
も
の
と
み
な
し
て
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
に
提
訴
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
︵
第
七
条
︶
。
た
だ
し
、
こ
の
規
定
の
対
象
は
、
審
査
請
求
︵
recou
rs
h
iérarch
iq
u
e︶
に
限
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
仕
組
み
を
立
法
的
に
拡
充
し
た
の
は
、
一
九
〇
〇
年
七
月
一
七
日
の
法
律
︵
以
下
、
一
九
〇
〇
年
法
と
略
記
す
る
︶
で
あ
る
。
一
九
〇
〇
年
法
に
よ
り
、﹁
行
政
決
定
に
対
す
る
訴
え
の
形
式
で
し
か
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
に
提
起
さ
れ
え
な
い
係
争
事
件
に
お
い
て
、
何
ら
の
決
定
も
下
さ
れ
ず
四
ヶ
月
以
上
の
期
間
が
経
過
し
た
場
合
、
利
害
関
係
者
は
、
彼
ら
の
請
求
が
拒
否
さ
れ
た
も
の
と
み
な
し
て
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
に
提
訴
す
る
こ
と
が
で
き
る
﹂
と
の
原
則
が
定
立
さ
れ
た
︵
第
(
)
三
条
︶
。
一
九
〇
〇
年
法
に
よ
る
規
律
は
、
そ
の
12
後
も
修
正
を
受
け
(
)
つ
つ
、
Ｄ
Ｃ
Ｒ
Ａ
法
に
よ
る
改
正
ま
で
長
期
に
わ
た
り
維
持
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
黙
示
の
拒
否
決
定
の
技
術
は
、
13
フ
ラ
ン
ス
の
行
政
訴
訟
に
お
け
る
現
代
的
支
柱
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
て
(
)
い
る
。
14
⑵
裁
判
所
の
見
解
こ
の
よ
う
に
、
公
権
力
の
沈
黙
が
黙
示
の
拒
否
と
み
な
さ
れ
る
仕
組
み
が
成
立
し
た
た
め
、﹁
沈
黙
=
拒
否
﹂
︵
silen
ce-rejet︶
と
い
う
原
則
は
﹁
法
の
一
般
原
理
﹂
︵
p
rin
cip
e
g
én
éral
d
u
(
)
d
roit︶
な
の
か
、
と
い
う
論
争
が
起
こ
る
こ
と
と
な
(
)
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
15
16
て
、
は
じ
め
憲
法
院
と
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
の
見
解
は
対
立
し
て
い
た
。
対
立
は
、﹁
沈
黙
=
拒
否
﹂
で
は
な
く
﹁
沈
黙
=
承
認
﹂
︵
si-
len
ce-accep
tation
︶
と
す
る
仕
組
み
を
設
け
る
こ
と
を
、
命
令
制
定
権
︵
行
政
立
法
権
︶
に
認
め
う
る
か
と
い
う
形
で
生
(
)
じ
た
。
す
な
17
わ
ち
、
黙
示
の
承
認
制
度
は
デ
ク
レ
で
創
設
し
う
る
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
憲
法
院
は
、
立
法
府
の
決
定
︵
d
écision
lég
islativ
e︶
に
よ
っ
て
し
か
﹁
沈
黙
=
拒
否
﹂
原
則
の
適
用
除
外
は
許
さ
れ
な
い
と
い
う
立
場
を
と
っ
た
。
つ
ま
り
、
法
律
に
よ
る
異
な
る
解
決
の
な
い
限
り
、
行
政
の
沈
黙
を
拒
否
と
同
視
す
る
こ
と
は
、﹁
法
の
一
般
原
理
﹂
で
あ
る
と
解
さ
(
)
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
コ
ン
セ
イ
18
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ユ
・
デ
タ
は
、
行
政
の
沈
黙
を
許
可
と
み
な
す
制
度
を
行
政
立
法
で
定
め
て
よ
い
と
い
う
立
場
を
採
用
し
た
。
明
言
さ
れ
て
は
い
な
い
も
の
の
、﹁
沈
黙
=
拒
否
﹂
は
﹁
法
の
一
般
原
理
﹂
で
は
な
い
と
さ
れ
た
の
で
(
)
あ
る
。
19
そ
の
後
、
憲
法
院
と
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
の
立
場
は
接
(
)
近
し
、
さ
ら
に
、
Ｄ
Ｃ
Ｒ
Ａ
法
が
﹁
沈
黙
=
承
認
﹂
制
度
の
デ
ク
レ
に
よ
る
20
創
設
可
能
性
を
確
認
し
た
こ
と
で
、
今
日
で
は
両
者
の
対
立
は
終
結
し
た
と
解
さ
れ
て
(
)
い
る
。
そ
し
て
、
﹁
沈
黙
=
拒
否
﹂
は
不
文
に
21
よ
る
﹁
法
の
一
般
原
理
﹂
で
は
な
く
、
明
文
の
﹁
一
般
原
則
﹂
︵
règ
le
g
én
érale︶
で
あ
る
と
さ
れ
て
(
)
い
る
。
22
⑶
第
三
者
保
護
の
要
請
当
初
、﹁
沈
黙
=
承
認
﹂
と
い
う
構
成
は
あ
く
ま
で
例
外
と
し
て
の
位
置
付
け
し
か
得
て
お
ら
ず
、
二
〇
世
紀
半
ば
ま
で
は
、
黙
示
の
承
認
制
度
を
規
定
す
る
例
は
珍
し
か
っ
た
と
(
)
い
う
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
前
述
の
憲
法
院
に
よ
る
判
断
が
下
さ
れ
た
一
九
六
九
年
の
23
時
点
で
は
、
黙
示
の
承
認
制
度
が
多
く
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
中
で
、
請
求
者
に
比
し
て
第
三
者
が
不
利
な
立
場
に
置
か
れ
る
と
い
う
問
題
が
発
生
し
た
。
す
な
わ
ち
、
黙
示
の
承
認
決
定
の
受
益
者
は
、
と
り
わ
け
明
示
の
決
定
で
拒
否
さ
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
場
合
、
期
間
の
満
了
に
よ
っ
て
満
足
的
処
分
を
得
ら
れ
る
。
そ
の
反
面
、
第
三
者
は
、
請
求
が
あ
っ
た
こ
と
さ
え
知
ら
な
い
か
も
し
れ
ず
、
い
つ
の
間
に
か
決
定
が
な
さ
れ
て
い
た
と
い
う
事
態
が
生
じ
う
る
。
そ
こ
で
、
一
九
七
〇
年
頃
か
ら
、
黙
示
の
承
認
制
度
を
廃
止
す
べ
き
で
あ
る
と
の
議
論
が
生
(
)
じ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
黙
示
の
許
可
決
定
の
公
開
性
を
確
保
し
、
あ
る
い
は
、
取
り
消
し
う
る
24
範
囲
と
公
開
性
を
連
動
さ
せ
る
こ
と
を
通
じ
、
黙
示
の
承
認
制
度
は
全
面
的
廃
止
を
免
れ
て
(
)
き
た
。
た
と
え
ば
、
都
市
計
画
法
典
25
︵
cod
e
d
e
l’u
rb
an
ism
e︶
に
よ
る
と
、
黙
示
の
建
築
許
可
︵
p
erm
is
d
e
con
stru
ire
tacite︶
を
受
け
た
者
は
、
明
示
の
許
可
の
場
合
と
同
様
に
、
工
事
の
全
期
間
中
、
当
該
土
地
の
見
え
る
と
こ
ろ
に
そ
れ
を
掲
示
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
︵
命
令
の
部
第
四
編
第
二
章
第
(
)
四
節26
第
一
五
条
︵
(
)
R
.424-15︶︶
。
ま
た
、
行
政
に
は
、
建
築
許
可
の
請
求
を
受
け
た
な
ら
ば
、
審
査
の
期
間
中
、
建
築
計
画
の
主
要
な
内
容
27
を
掲
示
す
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
︵
同
第
三
節
第
六
条
︵
R
.423-6︶︶
。
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⑷
Ｄ
Ｃ
Ｒ
Ａ
法
制
定
前
夜
国
家
改
革
︵
réform
e
d
e
l’É
tat︶
を
掲
げ
た
ジ
ュ
ペ
内
閣
は
、
一
九
九
六
年
九
月
に
﹁
行
政
と
市
民
の
関
係
改
善
に
関
す
る
法
案
﹂
を
下
院
に
提
出
し
、
こ
れ
が
Ｄ
Ｃ
Ｒ
Ａ
法
の
元
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
先
立
ち
、
一
九
九
四
年
の
ピ
ッ
ク
報
告
書
︵
R
ap
p
ort
(
)
P
icq
︶
は
、
28
財
政
や
税
務
の
性
質
を
有
す
る
も
の
を
除
く
す
べ
て
の
請
求
に
つ
い
て
、
二
ヶ
月
間
に
明
示
の
拒
否
決
定
が
な
け
れ
ば
承
認
さ
れ
た
と
み
な
さ
れ
る
こ
と
に
す
る
旨
を
提
案
し
て
(
)
い
た
。
こ
の
提
案
内
容
を
実
現
す
る
た
め
に
、
多
く
の
事
前
許
可
制
・
届
出
制
を
廃
止
す
る
29
こ
と
と
並
ん
で
、
維
持
さ
れ
る
許
可
制
等
に
つ
い
て
は
黙
示
の
同
意
︵
l’accord
im
p
licite︶
を
活
用
す
る
こ
と
が
計
画
さ
れ
た
。
一
九
九
六
年
五
月
一
五
日
の
首
相
(
)
通
達
は
、
事
前
行
政
手
続
の
﹁
現
代
化
﹂
︵
m
od
ern
isation
︶
お
よ
び
﹁
簡
素
化
﹂
︵
sim
p
lification
︶
と
30
い
う
指
針
を
(
)
掲
げ
、
諸
大
臣
に
対
し
て
、
許
可
制
等
を
よ
り
減
ら
し
、
許
可
制
等
を
維
持
す
る
場
合
は
で
き
る
だ
け
沈
黙
を
黙
示
の
同
31
意
と
み
な
す
よ
う
に
求
め
て
い
た
。
そ
の
理
由
は
、
事
前
行
政
の
影
響
力
が
大
き
過
ぎ
て
、
国
民
の
自
発
性
︵
les
in
itiativ
es︶
を
無
用
に
抑
制
す
る
か
ら
と
さ
(
)
れ
た
。
32
も
っ
と
も
、
こ
の
よ
う
に
﹁
沈
黙
=
拒
否
﹂
原
則
を
廃
止
し
よ
う
と
す
る
動
き
も
あ
っ
た
も
の
の
、
結
局
、
Ｄ
Ｃ
Ｒ
Ａ
法
は
﹁
沈
黙
=
拒
否
﹂
原
則
を
再
確
認
し
た
。
同
法
は
、
代
わ
り
に
、
行
政
の
命
令
を
も
っ
て
当
該
原
則
の
適
用
を
除
外
で
き
る
仕
組
み
を
確
立
し
た
。
立
法
者
は
、
行
政
が
怠
慢
な
場
合
に
行
政
の
責
任
が
曖
昧
に
な
ら
な
い
よ
う
、﹁
沈
黙
=
承
認
﹂
は
例
外
に
と
ど
ま
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
た
よ
う
で
(
)
あ
る
。
33
⑸
行
政
の
沈
黙
を
拒
否
・
承
認
と
解
す
る
根
拠
一
九
〇
〇
年
法
が
制
定
さ
れ
た
当
時
、
行
政
の
沈
黙
が
﹁
拒
否
﹂
以
外
の
意
味
を
持
ち
う
る
と
主
張
す
る
論
者
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
と
(
)
い
う
。
た
だ
し
、﹁
沈
黙
=
拒
否
﹂
と
い
う
規
定
を
根
拠
付
け
る
た
め
に
、
①
法
律
上
の
擬
制
︵
fiction
lég
ale︶
の
技
術
を
用
い
る
34
べ
き
で
あ
る
と
す
る
論
者
と
、
②
推
定
︵
p
résom
p
tion
︶
の
仕
組
み
と
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
論
者
が
対
立
し
て
い
た
。
前
者
①
の
フランス法における黙示の行政決定制度について（服部麻理子）
333
擬
制
と
は
、
偽
り
を
真
実
で
あ
る
と
仮
定
す
る
こ
と
に
よ
る
、
も
っ
ぱ
ら
便
宜
の
た
め
の
技
術
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
後
者
②
の
推
定
説
に
よ
れ
ば
、﹁
沈
黙
=
拒
否
﹂
は
﹁
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
﹂
で
は
な
く
、
行
政
の
真
正
の
意
思
と
合
致
す
る
こ
と
も
あ
る
し
、
他
方
に
お
い
て
誤
っ
た
解
釈
を
も
た
ら
す
こ
と
も
あ
る
。
そ
の
た
め
、
こ
の
説
に
よ
れ
ば
、
裁
判
官
に
よ
っ
て
行
政
の
態
度
の
本
当
の
意
味
が
探
究
さ
れ
る
こ
と
を
避
け
る
べ
き
こ
と
と
(
)
な
る
。
35
そ
し
て
、
一
九
〇
〇
年
法
の
制
定
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
文
言
に
つ
い
て
は
、
擬
制
説
も
推
定
説
も
存
在
(
)
し
た
。
①
擬
制
説
の
支
36
持
者
は
、
行
政
の
不
活
動
や
怠
慢
の
可
能
性
を
強
調
し
、
沈
黙
は
拒
否
に
相
当
す
る
と
い
う
よ
り
、
行
政
の
無
気
力
す
な
わ
ち
誤
っ
た
不
活
動
に
相
当
す
る
と
し
た
。
一
方
、
②
推
定
説
の
支
持
者
は
、
行
政
の
沈
黙
が
無
気
力
や
怠
慢
、
あ
る
い
は
事
案
を
調
べ
る
意
志
の
欠
如
に
起
因
す
る
の
は
例
外
的
で
あ
り
、
多
く
の
場
合
は
、
行
政
が
事
情
を
熟
知
の
上
で
請
求
者
に
満
足
を
与
え
な
い
と
決
め
て
い
る
か
ら
無
応
答
の
ま
ま
で
あ
る
と
し
た
。
そ
し
て
、
推
定
説
に
立
て
ば
、
行
政
の
無
気
力
や
よ
か
ら
ぬ
意
図
と
い
っ
た
決
め
付
け
を
す
る
こ
と
に
な
ら
な
い
の
で
、
行
政
の
威
厳
を
傷
つ
け
る
こ
と
が
な
い
、
と
主
張
(
)
し
た
。
37
な
お
、﹁
沈
黙
=
承
認
﹂
と
解
す
る
余
地
を
Ｄ
Ｃ
Ｒ
Ａ
法
が
認
め
た
今
日
に
お
い
て
も
、
黙
示
の
承
認
は
単
な
る
﹁
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
﹂
に
過
ぎ
ず
実
質
の
土
台
は
な
い
、
と
す
る
論
者
が
見
ら
(
)
れ
る
。
結
局
、
こ
の
よ
う
な
議
論
は
、
真
実
と
法
技
術
の
関
係
に
対
す
る
観
念
38
や
、
行
政
と
裁
判
作
用
の
関
係
に
対
す
る
主
張
に
お
け
る
各
論
者
の
差
異
を
反
映
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
行
政
の
沈
黙
に
何
ら
か
の
意
味
を
結
び
付
け
る
技
法
は
、
そ
れ
を
支
え
る
講
学
上
の
論
拠
が
一
致
し
て
い
な
い
と
し
て
も
、
法
制
度
と
し
て
根
付
い
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
︵
︶
活
動
し
な
い
こ
と
が
公
権
力
の
本
来
的
権
能
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
、
モ
ン
タ
ネ
・
デ
ュ
・
ラ
・
ロ
ッ
ク
に
よ
る
探
究
︵
P
ierre
M
on
tan
é
d
e
la
R
oq
u
e,
6
L
’in
ertie
d
es
pou
voirs
pu
blics,
1950︶
が
知
ら
れ
て
い
る
。
参
照
、
篠
原
辰
美
﹁
紹
介
ド
・
ラ
・
ロ
ッ
ク
著
﹃
公
権
力
の
不
活
動
﹄﹂
法
学
論
叢
五
九
巻
四
号
︵
一
九
五
三
年
︶
一
四
〇
︱
一
六
三
頁
。
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︵
︶
行
政
の
決
定
は
、
明
示
︵
ex
p
resse
ou
ex
p
licite︶
で
も
黙
示
︵
tacite
ou
im
p
licite︶
で
も
可
能
で
あ
る
。
ま
た
、
明
示
の
決
定
は
、
書
面
に
よ
ら
ず
口
頭
に
7よ
る
︵
v
erb
al︶
こ
と
や
身
振
り
に
よ
る
︵
g
estu
el︶
こ
と
も
可
能
で
あ
る
と
い
う
。
R
en
é
C
h
ap
u
s,D
roit
ad
m
in
istratif
gén
éral
t.1
,15e
éd
.,2001,p
p
.504-506;
Jean
W
alin
e,D
roit
ad
m
in
istratif,22e
éd
.,2008,p
.392.
黙
示
の
行
政
決
定
に
は
、
黙
示
の
拒
否
決
定
︵
d
écision
im
p
licite
d
e
rejet︶
と
黙
示
の
承
認
決
定
︵
d
écision
im
p
licite
d
’accep
tation
︶
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
国
民
と
行
政
の
関
係
に
お
け
る
黙
示
の
許
可
決
定
︵
d
écision
im
p
licite
d
’au
torisation
︶
等
の
仕
組
み
と
、
行
政
監
督
の
手
法
と
し
て
の
黙
示
の
認
可
決
定
︵
d
écision
im
p
licite
d
’ap
p
rob
ation
︶
の
仕
組
み
に
分
類
さ
れ
る
。
後
述
、
注
︵
︶。
71
︵
︶
A
n
d
ré
L
au
b
ad
ère,
Jean
-C
lau
d
e
V
en
ezia
et
Y
v
es
G
au
d
em
et,
T
raité
d
e
d
roit
ad
m
in
istratif
t.1
D
roit
ad
m
in
istratif
gén
éral:
organ
isation
et
8action
d
e
l’ad
m
in
istration
,
la
ju
rid
iction
ad
m
in
istrative,
15e
éd
.,1999,p
.512.
︵
︶
M
ireile
M
on
n
ier,L
es
d
écision
s
im
plicites
d
’acceptation
d
e
l’ad
m
in
istration
,
1992,p
p
.17-18.
た
だ
し
、
黙
示
の
建
築
許
可
は
、
パ
リ
の
街
路
に
関
す
9る
一
八
五
二
年
三
月
二
六
日
の
デ
ク
レ
か
ら
見
ら
れ
る
︵
計
画
と
断
面
図
の
提
出
か
ら
二
〇
日
経
っ
て
も
何
も
命
令
が
な
け
れ
ば
、
建
築
主
は
計
画
に
従
っ
て
工
事
を
始
め
る
こ
と
が
で
き
る
︶。
Ibid
.,p
.22
et
p
p
.69-70.
ま
た
、
一
八
二
七
年
の
森
林
法
に
も
、
境
界
画
定
の
認
可
に
つ
い
て
一
年
経
っ
て
も
政
府
が
決
定
し
な
か
っ
た
場
合
﹁
そ
の
作
業
は
確
定
的
に
な
る
︵
l’op
ération
sera
d
éfin
itiv
e︶﹂
と
い
う
形
で
、
す
で
に
黙
示
の
決
定
制
度
が
見
ら
れ
る
。
︵
︶
滝
沢
正
﹃
フ
ラ
ン
ス
法
第
三
版
﹄︵
三
省
堂
、
二
〇
〇
八
年
︶
二
〇
二
頁
の
訳
語
に
従
っ
た
。﹁
裁
判
官
た
る
大
臣
﹂
は
、
第
一
審
の
働
き
を
し
て
い
た
が
、
一
八
10八
九
年
の
カ
ド
判
決
に
よ
っ
て
廃
止
さ
れ
た
。
な
お
、
亘
理
格
﹁
大
臣
=
裁
判
官
論
の
克
服
・
覚
書
︱
フ
ラ
ン
ス
的
行
政
行
為
観
形
成
の
一
前
提
︱
﹂
法
時
五
五
巻
一
〇
号
︵
一
九
八
三
年
︶
九
七
︱
一
〇
〇
頁
参
照
。
︵
︶
そ
の
後
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
に
よ
る
裁
判
権
の
性
質
自
体
も
、
判
決
提
案
を
す
る
の
み
で
裁
判
そ
の
も
の
は
首
長
の
権
限
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
﹁
留
保
裁
11判
﹂
︵
ju
stice
reten
u
e︶
か
ら
、
独
自
に
裁
判
権
を
行
使
す
る
﹁
委
任
裁
判
﹂︵
ju
stice
d
élég
u
ée︶
へ
と
変
化
す
る
。
先
立
っ
て
、
一
八
四
八
年
一
一
月
四
日
憲
法
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
憲
法
史
に
お
い
て
初
め
て
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
に
独
立
の
章
が
割
り
当
て
ら
れ
て
お
り
︵
第
六
章
︶、
第
二
共
和
政
下
で
委
任
裁
判
が
経
験
さ
れ
た
。
第
二
帝
政
下
で
は
再
び
留
保
裁
判
へ
ゆ
り
戻
さ
れ
た
が
、
結
局
、
一
八
七
二
年
五
月
二
四
日
の
法
律
に
よ
っ
て
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
の
行
政
裁
判
権
が
明
確
に
さ
れ
、
委
任
裁
判
へ
移
行
し
た
。
M
arie-H
élèn
e
R
en
au
t,H
istoire
d
u
d
roit
ad
m
in
istratif,2007,p
p
.77-111.
︵
︶
長
引
く
行
政
の
沈
黙
は
黙
示
の
拒
否
決
定
に
該
当
す
る
、
と
い
う
当
該
原
則
を
一
般
化
す
る
に
あ
た
り
、
立
法
者
は
、
裁
判
を
受
け
る
人
々
に
一
般
的
訴
権
を
与
え
12て
、
私
人
の
権
利
を
守
る
方
法
を
改
善
し
た
。
行
政
の
不
活
動
︵
in
ertie︶
は
、
も
は
や
私
人
の
権
利
行
使
を
麻
痺
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
も
の
と
さ
れ
る
。
Ibid
.,p
p
.111-112.
︵
︶
一
九
五
三
年
一
一
月
三
〇
日
の
デ
ク
レ
第
九
三
四
号
に
よ
り
出
訴
期
間
は
二
ヶ
月
と
さ
れ
た
が
、
一
九
五
六
年
六
月
七
日
の
法
律
第
五
五
七
号
に
よ
り
、
訴
訟
類
型
13に
よ
っ
て
出
訴
期
間
の
制
限
が
緩
和
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
一
九
六
五
年
一
月
一
一
日
の
デ
ク
レ
第
二
九
号
は
、
黙
示
の
拒
否
決
定
が
生
じ
る
日
︵
す
な
わ
ち
請
求
か
ら
四
ヶ
月
の
期
間
の
満
了
日
︶
か
ら
起
算
し
て
二
ヶ
月
の
出
訴
期
間
中
に
明
示
の
拒
否
決
定
が
下
さ
れ
た
場
合
に
は
、
出
訴
期
間
が
あ
ら
た
に
起
算
さ
れ
る
旨
を
定
め
た
。
M
on
n
ier,op.
cit.,p
.20.
︵
︶
R
en
au
t,op.
cit.,p
p
.111-112.
14
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︵
︶
V
.G
eorg
es
D
u
p
u
is,M
arie-José
G
u
éd
on
et
P
atrice
C
h
rétien
,D
roit
ad
m
in
istratif,11e
éd
.,2009,p
p
.150-163.
な
お
、﹁
法
の
一
般
原
理
﹂
と
い
う
訳
語
15は
、
Ｐ
・
ウ
ェ
ー
ル
=
Ｄ
・
プ
イ
ヨ
ー
著
、
兼
子
仁
=
滝
沢
正
訳
﹃
フ
ラ
ン
ス
行
政
法
︱
︱
判
例
行
政
法
の
モ
デ
ル
﹄︵
三
省
堂
、
二
〇
〇
七
年
︶
一
四
頁
等
に
従
っ
た
。
︵
︶
M
on
n
ier,op.
cit.,p
p
.29-44.
16
︵
︶
第
五
共
和
国
憲
法
は
、
法
律
事
項
を
限
定
列
挙
し
て
お
り
︵
第
三
四
条
︶、
そ
れ
以
外
は
命
令
事
項
と
し
て
い
る
︵
第
三
七
条
︶
。
17
︵
︶
C
C
26
ju
in
1969,la
d
écision
n
o.69-55.
18
︵
︶
C
E
A
ss.,27
fév
rier
1970,arrêt
C
om
m
u
n
e
d
e
B
ozas.
一
九
六
一
年
九
月
一
三
日
の
デ
ク
レ
︵
後
述
、
四
⑴
︶
に
基
づ
く
黙
示
の
建
築
許
可
の
有
効
性
が
争
わ
19れ
た
。
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
で
は
、
黙
示
の
決
定
は
拒
否
で
あ
れ
承
認
で
あ
れ
﹁
法
の
一
般
原
理
﹂
で
は
な
く
、
訴
訟
手
続
原
則
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。
V
.
M
on
n
ier,op.
cit.,p
.41.
︵
︶
Ibid
.,p
p
.42-44.
憲
法
院
と
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
が
互
い
の
判
断
を
尊
重
し
合
う
よ
う
に
な
り
、
ま
た
、
立
法
の
権
能
が
拡
大
し
た
た
め
に
﹁
法
の
一
般
原
理
﹂
を
20援
用
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
場
面
が
減
少
し
た
。
そ
こ
で
、
黙
示
の
拒
否
決
定
制
度
を
﹁
法
の
一
般
原
理
﹂
で
あ
る
と
解
す
る
必
要
も
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
︵
︶
B
én
éd
icte
D
elau
n
ay
,L
a
loid
u
12
av
ril2000
relativ
e
au
x
d
roits
d
es
citoy
en
s
d
an
s
leu
rs
relation
s
av
ec
les
ad
m
in
istration
s,R
D
P
2000,p
.1229.
21
︵
︶
C
h
ap
u
s,op.cit.,p
.506.
22
︵
︶
M
on
n
ier,op.
cit.,p
.93.
23
︵
︶
Ibid
.,p
.172.
24
︵
︶
第
三
者
保
護
お
よ
び
公
益
保
護
に
つ
い
て
、
参
照
、
ibid
.,p
p
.131-152.
25
︵
︶
本
稿
で
は
、
法
令
中
の
区
分
に
つ
い
て
、
滝
沢
・
前
掲
注
︵
︶
三
二
八
頁
に
従
い
﹁
p
artie﹂
を
﹁
部
﹂、﹁
liv
re﹂
を
﹁
編
﹂、﹁
titre﹂
を
﹁
章
﹂、﹁
ch
ap
itre﹂
26
10
を
﹁
節
﹂
、
﹁
section
﹂
を
﹁
款
﹂
と
し
て
い
る
。
︵
︶
条
文
の
番
号
は
、
二
〇
一
〇
年
一
月
時
点
の
も
の
で
あ
る
。
以
下
同
様
。
27
︵
︶
L
’É
tat
en
F
ran
ce:serv
er
u
n
e
n
ation
ou
v
erte
su
r
le
m
on
d
e︵
R
ap
p
ort
su
r
les
resp
on
sab
ilités
et
l’org
an
isation
d
e
L
’É
tat︶,L
a
D
ocu
m
en
tation
28fran
çaise,1995.
︵
︶
V
.D
elau
n
ay
,op
.cit.,p
.1228.
29
︵
︶
C
ircu
laire
d
u
15
m
ai
1996
relativ
e
à
la
m
ise
en
œ
u
v
re
d
u
p
lan
d
e
réform
e
d
e
l’É
tat:réd
u
ction
d
u
n
om
b
re
d
es
au
torisation
s
et
d
éclaration
s
30ad
m
in
istrativ
es
p
réalab
les.
︵
︶
同
通
達
は
、
事
前
許
可
制
・
届
出
制
の
目
的
が
、
行
政
庁
を
し
て
一
般
利
益
︵
l’in
térêt
g
én
éral︶
に
関
し
て
監
視
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
と
認
め
つ
つ
、
事
前
許
31可
制
等
の
数
が
膨
大
過
ぎ
る
こ
と
と
﹁
現
代
化
﹂
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
指
摘
す
る
。
︵
︶
な
お
、
こ
れ
以
前
よ
り
、
沈
黙
が
﹁
二
ヶ
月
﹂
続
い
た
場
合
に
は
許
可
決
定
と
み
な
す
行
政
立
法
の
例
が
、
実
際
に
見
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
一
九
八
二
年
二
月
二
32四
日
の
デ
ク
レ
第
二
一
一
号
は
、
看
板
の
設
置
に
対
す
る
市
長
の
許
可
に
つ
い
て
、﹁
そ
の
満
了
時
に
、
決
定
通
知
の
欠
如
が
許
可
の
付
与
に
相
当
す
る
期
間
は
、
二
ヶ
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月
で
あ
る
﹂
と
定
め
る
と
と
も
に
、
事
情
に
よ
っ
て
当
該
期
間
が
一
ヶ
月
に
短
縮
さ
れ
た
り
四
ヶ
月
に
延
長
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
を
規
定
す
る
︵
第
一
三
条
︶。
︵
︶
V
.D
elau
n
ay
,op
.cit.,p
.1229.
33
︵
︶
M
on
n
ier,op.
cit.,p
.31.
34
︵
︶
Ibid
.,p
.32.
な
お
、﹁
反
証
を
許
さ
な
い
拒
否
の
推
定
︵
p
résom
p
tion
irréfrag
ab
le
d
e
rejet︶
﹂
と
の
表
現
が
な
さ
れ
て
い
る
。
35
︵
︶
な
お
、
モ
ニ
エ
は
、
両
説
は
法
的
に
異
な
る
帰
結
を
も
た
ら
す
も
の
で
は
な
く
、
純
然
た
る
理
論
上
の
意
義
に
と
ど
ま
る
と
評
価
し
て
い
る
。
Ibid
.
36
︵
︶
Ibid
.
37
︵
︶
P
ierre-L
au
ren
t
F
rier
et
Jacq
u
es
P
etit,P
récis
d
e
d
roit
ad
m
in
istratif,5e
éd
.,2008,p
.307.
38
三
Ｄ
Ｃ
Ｒ
Ａ
法
に
よ
る
規
律
内
容
と
そ
れ
に
対
す
る
評
価
次
に
、
Ｄ
Ｃ
Ｒ
Ａ
法
に
規
定
さ
れ
る
黙
示
の
決
定
制
度
の
内
容
と
、
そ
れ
に
対
す
る
評
価
等
を
紹
介
す
る
。
⑴
黙
示
の
決
定
制
度
の
概
要
Ｄ
Ｃ
Ｒ
Ａ
法
自
体
は
、
既
存
の
(
)
法
律
の
改
正
を
集
積
し
た
も
の
と
い
う
面
が
強
い
。
同
法
は
、
一
九
七
〇
年
代
に
相
次
い
だ
行
政
改
39
革
立
法
の
不
備
に
対
し
、
そ
の
後
の
判
例
法
を
通
じ
て
な
さ
れ
て
き
た
修
正
や
、
諸
立
法
の
機
能
強
化
等
を
明
文
化
す
る
目
的
で
制
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
黙
示
の
行
政
決
定
制
度
は
、
第
二
章
﹁
市
民
と
行
政
の
関
係
に
関
す
る
規
定
﹂
の
第
二
節
﹁
行
政
庁
︵
les
au
torités
ad
m
in
istrativ
es︶
が
行
う
決
定
の
制
度
に
関
す
る
(
)
規
定
﹂
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
同
章
に
お
い
て
、﹁
請
求
﹂
と
40
は
、
行
政
庁
に
提
出
さ
れ
る
申
請
お
よ
び
不
服
申
立
て
︵
les
d
em
an
d
es
et
les
réclam
ation
s︶
の
こ
と
で
あ
り
、
異
議
申
立
て
ま
た
は
審
査
請
求
を
含
む
も
の
と
さ
れ
て
い
る
︵
第
一
八
条
︶
。
ま
ず
、
行
政
庁
に
提
出
さ
れ
た
請
求
は
す
べ
て
、
受
理
済
証
︵
accu
sé
d
e
récep
tion
︶
の
交
付
対
象
と
な
る
。
交
付
の
条
件
は
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
の
議
を
経
た
デ
ク
レ
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
。
そ
の
デ
ク
レ
は
、
受
理
済
証
を
交
付
し
な
い
場
合
に
つ
い
て
定
め
る
。
そ
れ
は
、
行
政
庁
の
応
答
の
た
め
の
期
間
が
短
い
場
合
、
ま
た
は
、
法
令
に
規
定
さ
れ
る
給
付
サ
ー
ビ
ス
も
し
く
は
文
書
の
交
付
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以
外
の
応
答
を
求
め
な
い
請
求
の
場
合
で
あ
る
。
な
お
、﹁
行
政
庁
は
、
特
に
そ
の
大
量
性
、
反
復
性
ま
た
は
悉
皆
性
に
お
い
て
過
度
な
請
求
に
対
し
て
は
、
受
理
済
証
を
交
付
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
﹂
︵
第
一
九
条
︶
。
そ
し
て
、
請
求
を
受
け
た
行
政
庁
が
二
(
)
ヶ
月
を
超
え
る
期
間
の
沈
黙
を
続
け
た
と
き
は
、
そ
の
沈
黙
は
、
拒
否
決
定
に
相
当
す
る
。
41
二
ヶ
月
間
と
い
う
規
定
に
つ
い
て
は
、
手
続
の
複
雑
性
ま
た
は
緊
急
性
の
た
め
に
適
当
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
国
務
院
の
議
を
経
た
デ
ク
レ
に
よ
り
別
に
期
間
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
︵
第
二
(
)
一
条
︶
。
ま
た
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
の
議
を
経
た
デ
ク
レ
に
よ
っ
て
、
42
二
ヶ
月
を
超
え
る
期
間
の
沈
黙
が
承
認
決
定
に
相
当
す
る
旨
を
定
め
る
こ
と
も
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
決
定
に
つ
い
て
は
、
当
事
者
の
請
求
に
よ
り
、
行
政
庁
が
証
明
書
を
交
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
フ
ラ
ン
ス
の
国
際
協
定
、
治
安
ま
た
は
自
由
の
保
持
そ
の
他
憲
法
上
の
価
値
を
有
す
る
原
理
の
保
全
に
反
す
る
と
き
は
、
デ
ク
レ
に
よ
っ
て
黙
示
の
承
認
制
度
を
創
設
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
同
様
に
、
社
会
保
障
分
野
を
除
い
て
は
、
財
政
的
性
格
の
請
求
に
対
す
る
黙
示
の
承
認
制
度
を
、
デ
ク
レ
に
よ
っ
て
創
設
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
︵
第
二
二
条
︶
。
⑵
Ｄ
Ｃ
Ｒ
Ａ
法
に
対
す
る
評
価
お
よ
び
改
(
)
正
案43
Ｄ
Ｃ
Ｒ
Ａ
法
は
、
行
政
の
迅
速
な
決
定
を
促
す
た
(
)
め
に
、
黙
示
の
拒
否
決
定
が
発
生
す
る
期
間
を
二
ヶ
月
に
短
縮
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
44
に
、
公
権
力
の
怠
慢
お
よ
び
不
活
動
に
対
す
る
国
民
の
法
廷
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
促
進
(
)
す
る
。
こ
の
改
正
は
、
社
会
的
・
技
術
的
進
歩
の
45
た
め
に
、
行
政
が
よ
り
迅
速
に
決
断
を
下
す
こ
と
を
要
請
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
た
も
の
で
あ
る
と
、
積
極
的
に
評
価
さ
れ
て
(
)
い
る
。
46
他
方
、﹁
沈
黙
=
承
認
﹂
で
は
な
く
﹁
沈
黙
=
拒
否
﹂
を
原
則
と
し
た
こ
と
に
対
し
て
、
批
判
も
見
ら
れ
る
。
も
し
原
則
が
逆
転
し
て
い
た
な
ら
ば
、
す
な
わ
ち
放
置
し
て
お
く
と
承
認
し
た
こ
と
と
擬
制
さ
れ
る
仕
組
み
が
一
般
的
に
採
用
さ
れ
て
い
た
な
ら
ば
、
行
政
は
拒
否
し
た
け
れ
ば
早
く
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
、
行
政
に
対
し
て
、
請
求
を
拒
否
す
る
つ
も
り
な
ら
明
示
的
に
か
つ
短
期
間
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内
に
回
答
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
る
結
果
と
な
っ
た
は
ず
で
あ
る
、
と
い
う
の
で
(
)
あ
る
。
47
同
法
の
制
定
後
も
、
国
民
と
行
政
の
信
頼
関
係
︵
relation
s
d
e
con
fian
ce︶
を
回
復
さ
せ
る
た
め
に
は
簡
潔
で
具
体
的
か
つ
常
識
的
な
規
定
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
、﹁
沈
黙
=
承
認
﹂
を
原
則
と
す
る
旨
の
改
正
案
が
、
上
院
議
員
に
よ
っ
て
提
出
さ
れ
て
(
)
い
る
。
そ
の
48
案
に
よ
る
と
、﹁
沈
黙
=
拒
否
﹂
を
原
則
と
し
て
い
る
同
法
第
二
一
条
の
文
言
は
、
①
国
民
の
請
求
に
耳
を
貸
そ
う
と
し
な
い
行
政
と
い
う
印
象
を
与
え
る
、
②
請
求
を
拒
否
さ
れ
る
国
民
が
説
明
を
受
け
な
い
ま
ま
に
な
り
、
承
認
さ
れ
る
た
め
や
再
び
請
求
す
る
た
め
の
教
示
を
得
ら
れ
な
い
ま
ま
に
な
る
、
③
許
可
に
か
か
る
国
民
の
諸
計
画
、
と
り
わ
け
起
業
す
る
計
画
を
妨
げ
る
ゆ
え
に
、
国
民
と
行
政
の
信
頼
関
係
に
と
っ
て
有
害
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、﹁
沈
黙
=
承
認
﹂
を
原
則
と
し
た
場
合
は
、
①
国
民
の
諸
計
画
、
と
り
わ
け
起
業
す
る
計
画
を
妨
害
し
な
い
、
②
請
求
を
拒
否
す
る
場
合
に
は
国
民
に
対
し
て
説
明
、
教
示
す
る
よ
う
行
政
を
誘
導
す
る
、
と
い
う
利
点
が
あ
る
と
い
う
。
︵
︶
共
和
国
行
政
斡
旋
官
の
創
設
に
か
か
る
一
九
七
三
年
一
月
三
日
の
法
律
第
六
号
、
情
報
処
理
、
情
報
フ
ァ
イ
ル
お
よ
び
自
由
に
関
す
る
一
九
七
八
年
一
月
六
日
の
法
39律
第
一
七
号
、
行
政
と
公
衆
の
関
係
を
改
善
す
る
諸
措
置
な
ら
び
に
行
政
的
、
社
会
的
お
よ
び
財
政
的
性
質
を
有
す
る
諸
規
定
に
関
す
る
一
九
七
八
年
七
月
一
七
日
の
法
律
第
七
五
三
号
︵
第
一
章
︶、
保
存
文
書
に
関
す
る
一
九
七
九
年
一
月
三
日
の
法
律
第
一
八
号
、
行
政
処
分
の
理
由
付
記
お
よ
び
行
政
と
公
衆
の
関
係
改
善
に
関
す
る
一
九
七
九
年
七
月
一
一
日
の
法
律
第
五
八
七
号
で
あ
る
。
︵
︶
和
訳
は
、
岡
村
・
前
掲
注
︵
︶
文
献
を
参
考
に
し
た
。
40
3
︵
︶
そ
の
満
了
時
に
お
い
て
黙
示
の
拒
否
決
定
が
生
じ
う
る
期
間
は
、
最
初
に
提
出
さ
れ
た
行
政
庁
が
当
該
請
求
を
受
領
し
た
日
か
ら
起
算
す
る
。
そ
の
満
了
時
に
お
い
41て
黙
示
の
承
認
決
定
が
生
じ
う
る
期
間
は
、
権
限
庁
が
当
該
請
求
を
受
領
し
た
日
か
ら
の
み
起
算
す
る
。
い
ず
れ
の
場
合
に
お
い
て
も
、
受
理
済
証
は
権
限
庁
が
交
付
す
る
︵
第
二
〇
条
︶。
︵
︶
原
文
は
、
﹁
S
au
f
d
an
s
les
cas
où
u
n
rég
im
e
d
e
d
écision
im
p
licite
d
|accep
tation
est
in
stitu
é
d
an
s
les
con
d
ition
s
p
rév
u
es
à
l|article
22,le
silen
ce
42g
ard
é
p
en
d
an
t
p
lu
s
d
e
d
eu
x
m
ois
p
ar
l|au
torité
ad
m
in
istrativ
e
su
r
u
n
e
d
em
an
d
e
v
au
t
d
écision
d
e
rejet.L
orsq
u
e
la
com
p
lex
ité
ou
l|u
rg
en
ce
d
e
la
p
rocéd
u
re
le
ju
stifie,d
es
d
écrets
en
C
on
seil
d
|É
tat
p
rév
oien
t
u
n
d
élai
d
if
éren
t.﹂
で
あ
る
。
︵
︶
D
elau
n
ay
,op
.cit.,p
.1228.
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︵
︶
一
般
に
、
手
続
の
流
れ
を
加
速
す
る
も
の
と
し
て
受
け
と
め
ら
れ
て
い
る
。
V
.C
h
ap
u
s,op.cit.,p
.506.
44
︵
︶
R
en
au
t,op.
cit.,p
p
.111-112.
45
︵
︶
D
elau
n
ay
,op
.cit.,p
.1230.
46
︵
︶
な
お
、
行
政
処
分
の
理
由
付
記
お
よ
び
行
政
と
公
衆
の
関
係
改
善
に
関
す
る
一
九
七
九
年
七
月
一
一
日
の
法
律
第
五
八
七
号
に
よ
っ
て
、
不
利
益
的
個
別
処
分
を
受
47け
る
者
は
、
そ
の
処
分
理
由
を
遅
滞
な
く
通
知
さ
れ
る
権
利
を
保
障
さ
れ
て
い
る
︵
第
一
条
︶。
黙
示
の
決
定
は
、
理
由
が
な
い
こ
と
の
み
に
よ
っ
て
違
法
と
は
な
ら
な
い
が
、
黙
示
の
拒
否
決
定
に
対
す
る
出
訴
期
間
中
に
当
事
者
か
ら
請
求
が
あ
っ
た
な
ら
ば
、
請
求
か
ら
一
ヶ
月
以
内
に
黙
示
の
拒
否
決
定
の
理
由
が
回
答
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
そ
の
場
合
、
当
該
黙
示
の
決
定
に
対
す
る
出
訴
期
間
は
、
理
由
が
回
答
さ
れ
た
日
か
ら
二
ヶ
月
経
過
す
る
ま
で
延
長
さ
れ
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
︵
第
五
条
︶
。
参
照
、
久
保
茂
樹
﹁
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
行
政
行
為
の
理
由
附
記
︵
一
︶︵
二
・
完
︶﹂
民
商
八
七
巻
五
号
︵
一
九
八
三
年
︶
五
一
頁
、
六
号
︵
一
九
八
三
年
︶
四
三
頁
。
︵
︶
T
ex
te
n
º
264︵
2002-2003︶
d
e
M
.P
h
ilip
p
e
M
arin
i,d
ép
osé
au
S
én
at
le
29
av
ril
2003,h
ttp
://w
w
w
.sen
at.fr/leg
/p
p
l02-264.h
tm
l.
48
四
個
別
法
に
お
け
る
黙
示
の
決
定
制
度
Ｄ
Ｃ
Ｒ
Ａ
法
の
規
定
か
ら
す
る
と
、
黙
示
の
承
認
制
度
は
例
外
の
は
ず
で
あ
る
が
、
実
際
の
個
別
法
令
に
お
い
て
は
、
黙
示
の
許
(
)
可
等
の
仕
組
み
が
約
四
五
〇
も
存
在
し
て
(
)
い
る
。
都
市
計
画
・
土
地
利
用
の
分
野
に
多
く
、
中
で
も
典
型
例
と
さ
れ
て
き
た
の
は
黙
示
49
50
の
建
築
許
可
で
(
)
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
、
ま
ず
黙
示
の
建
築
許
可
を
取
り
上
げ
る
。
51
⑴
黙
示
の
建
築
許
可
制
度
の
枠
組
み
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
の
議
を
経
た
デ
ク
レ
に
定
め
ら
れ
る
リ
ス
ト
に
該
当
す
る
建
築
行
為
に
は
、
許
可
が
必
要
で
あ
る
︵
都
市
計
画
法
典
法
律
の
部
第
四
編
第
二
章
第
一
節
第
一
条
︵
L
.421-1︶︶
。
請
求
者
に
対
し
て
、
審
査
期
間
︵
d
élais
(
)
d
’in
stru
ction
︶
の
後
に
何
ら
の
52
決
定
も
通
知
さ
れ
な
け
れ
ば
、
許
可
が
黙
示
的
に
承
認
さ
れ
︵
同
第
四
節
第
二
条
︵
L
.424-2︶︶
、
直
ち
に
効
力
が
発
生
す
る
︵
同
第
八
条
︵
L
.424-8︶︶
。
も
と
も
と
、
建
築
行
為
に
関
す
る
許
可
制
の
起
源
は
非
常
に
古
く
、
一
六
〇
七
年
一
二
月
の
ア
ン
リ
四
世
に
よ
る
勅
令
に
ま
で
遡
り
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う
る
と
(
)
い
う
。
道
路
警
察
の
観
点
に
始
ま
り
、
公
衆
衛
生
の
観
点
が
加
わ
り
、
さ
ら
に
歴
史
的
・
自
然
的
建
造
物
に
関
す
る
法
令
に
よ
53
る
規
制
も
受
け
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
後
も
建
築
物
を
対
象
と
す
る
許
可
制
は
増
加
し
、
手
続
の
簡
素
化
が
必
要
と
な
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
期
、
一
九
四
三
年
六
月
一
五
日
の
都
市
計
画
法
に
よ
っ
て
総
合
的
な
﹁
建
築
許
可
﹂
へ
の
統
合
が
図
ら
れ
た
。
続
い
て
、
一
九
六
一
年
九
月
一
三
日
の
デ
ク
レ
第
一
〇
三
六
号
に
よ
っ
て
黙
示
の
建
築
許
可
制
度
が
導
入
さ
れ
た
。
そ
の
目
的
は
、
建
築
許
可
制
度
が
国
民
に
対
し
て
も
た
ら
す
厳
格
さ
を
緩
和
す
る
(
)
こ
と
、
あ
る
い
は
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
遅
延
に
制
裁
を
課
す
こ
と
で
あ
り
、
当
該
デ
ク
レ
54
に
よ
っ
て
次
の
二
つ
の
期
間
が
規
定
さ
れ
た
。
一
つ
は
、
権
限
行
政
庁
に
与
え
ら
れ
る
申
請
処
理
期
間
で
、
も
う
一
つ
は
、
は
じ
め
の
処
理
期
間
が
経
過
し
た
後
に
、
請
求
者
が
行
政
庁
に
催
告
す
る
た
め
の
猶
予
期
間
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
三
〇
日
以
内
に
応
答
が
な
け
れ
ば
黙
示
の
建
築
許
可
が
付
与
さ
れ
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
、
請
求
者
に
よ
る
行
政
に
対
す
る
催
告
の
意
味
と
効
果
が
、
法
的
に
確
定
さ
れ
た
も
の
と
評
価
さ
れ
て
(
)
い
る
。
55
こ
の
よ
う
な
手
続
の
簡
素
化
に
対
す
る
社
会
的
要
求
に
よ
り
、
建
築
許
可
自
体
の
性
質
も
変
更
さ
れ
た
。
そ
れ
ま
で
は
、
都
市
計
画
法
規
の
遵
守
の
み
な
ら
ず
、
建
築
法
規
と
り
わ
け
住
居
内
部
︵
部
屋
の
寸
法
、
照
度
、
通
風
等
︶
の
整
備
と
防
音
や
断
熱
に
関
す
る
規
定
の
遵
守
も
審
査
対
象
で
あ
っ
た
が
、
一
九
六
七
年
一
二
月
三
〇
日
の
方
向
付
け
法
律
に
よ
っ
て
、
都
市
計
画
法
規
の
遵
守
の
み
に
縮
減
さ
(
)
れ
た
。
そ
し
て
、
一
九
七
〇
年
五
月
二
八
日
の
デ
ク
レ
第
四
四
六
号
以
降
は
、
催
告
が
不
要
と
な
り
黙
示
の
許
可
が
自
動
的
に
得
ら
56
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
適
法
な
請
求
を
受
け
た
知
事
は
、
二
週
間
︵
q
u
in
ze
jou
rs︶
以
内
に
、
請
求
者
に
対
し
て
、
決
定
が
通
知
さ
れ
る
予
定
の
期
日
を
書
留
郵
便
で
知
ら
せ
る
。
予
定
期
日
ま
で
に
何
ら
の
決
定
も
通
知
さ
れ
な
け
れ
ば
、
そ
の
書
留
が
建
築
許
可
に
相
当
す
る
こ
と
と
な
る
︵
第
一
〇
条
︶
。
こ
の
一
九
七
〇
年
を
境
に
、
黙
示
の
建
築
許
可
は
、﹁
意
図
的
で
な
く
例
外
的
な
行
政
の
怠
慢
に
対
抗
す
る
保
障
﹂
か
ら
、﹁
通
常
の
﹂
手
続
に
変
わ
っ
た
と
(
)
い
う
。
許
可
手
続
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
簡
素
化
は
、
建
築
行
為
の
数
が
膨
57
大
で
あ
っ
た
当
時
の
状
況
を
背
景
と
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
一
九
七
八
年
頃
の
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
毎
年
、
五
〇
万
を
越
え
る
建
築
行
為
が
行
わ
れ
て
(
)
い
た
。
58
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⑵
﹁
沈
黙
=
拒
否
﹂
原
則
が
反
転
す
る
根
拠
行
政
の
無
応
答
を
申
請
に
対
す
る
﹁
承
認
﹂
で
あ
る
と
解
す
る
こ
と
は
、﹁
拒
否
﹂
で
あ
る
と
解
す
る
よ
り
も
、
概
し
て
行
政
の
抵
抗
は
大
き
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
で
は
、﹁
沈
黙
=
拒
否
﹂
原
則
の
適
用
除
外
例
と
し
て
、
な
ぜ
建
築
許
可
が
援
用
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
あ
る
論
者
に
よ
る
と
、﹁
沈
黙
=
拒
否
﹂
原
則
に
対
す
る
黙
示
の
建
築
許
可
と
い
う
例
外
は
、
建
築
権
︵
le
d
roit
d
e
con
stru
ire︶
が
所
有
権
と
し
て
の
属
性
を
保
つ
と
い
う
考
え
方
の
遺
物
と
し
て
説
明
さ
(
)
れ
る
。
59
今
日
で
も
、
建
築
許
可
は
毎
年
六
〇
万
ほ
ど
交
付
さ
れ
て
(
)
い
る
。
そ
の
よ
う
な
処
理
件
数
の
膨
大
さ
が
、
請
求
者
の
地
位
を
早
期
に
60
確
定
す
る
た
め
に
も
、
審
査
に
あ
た
る
行
政
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
も
、
黙
示
の
許
可
制
度
の
活
用
を
要
求
し
て
い
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
他
方
で
、
歴
史
的
建
造
物
や
そ
の
周
囲
で
の
工
事
、
自
然
保
護
指
定
地
域
内
の
工
事
に
対
し
て
は
必
ず
明
示
の
許
可
を
要
求
す
る
等
、
黙
示
の
建
築
許
可
が
可
能
な
建
築
行
為
の
範
囲
に
は
、
一
定
の
限
定
が
か
け
ら
れ
て
(
)
き
た
。
ま
た
、
国
防
大
臣
の
許
可
を
要
す
る
61
工
事
や
、
環
境
法
典
所
定
の
調
査
︵
en
q
u
ête
p
u
b
liq
u
e︶
に
か
か
る
計
画
の
場
合
も
、
例・
外・
(
)
的・
に
、
行
政
の
沈
黙
は
拒
否
決
定
と
み
な
62
さ
れ
る
。
も
し
黙
示
の
許
可
が
無
制
限
に
認
め
ら
れ
る
な
ら
ば
、
黙
示
の
許
可
と
い
う
仕
組
み
自
体
に
対
し
て
、
二
⑶
で
述
べ
た
よ
う
な
廃
止
議
論
も
有
力
と
な
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。
以
上
の
点
に
鑑
み
、
公
益
保
護
も
、
第
三
者
の
(
)
保
護
と
並
ん
で
、
黙
示
の
許
可
制
度
63
を
維
持
す
る
た
め
の
重
要
な
機
能
を
担
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
⑶
他
の
土
地
利
用
調
整
分
野
に
お
け
る
法
状
況
の
例
フ
ラ
ン
ス
国
土
の
利
用
状
況
を
見
る
と
、
全
体
の
六
割
弱
が
農
業
用
地
、
三
割
弱
が
森
林
で
あ
る
。
一
五
〇
〇
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
森
林
の
う
ち
、
七
割
は
個
人
所
有
で
あ
る
た
め
、
林
業
家
も
含
め
た
農
業
経
営
体
の
所
有
す
る
土
地
は
、
国
土
全
体
の
八
割
弱
を
占
め
る
計
算
に
(
)
な
る
。
そ
こ
で
、
次
に
、
農
業
お
よ
び
林
業
に
関
す
る
許
可
制
度
を
取
り
上
(
)
げ
る
。
64
65
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農
業
法
典
︵
cod
e
ru
ral︶
は
、
自
然
人
・
法
人
が
運
営
す
る
農
業
経
営
︵
ex
p
loitation
ag
ricole︶
を
設
置
、
拡
張
あ
る
い
は
合
併
す
る
場
合
で
、
県
の
農
業
構
造
基
本
計
画
︵
sch
ém
a
d
irecteu
r
d
ép
artem
en
tald
es
stru
ctu
res︶
に
よ
る
線
引
き
を
越
す
も
の
等
を
、
許
可
︵
au
torisation
︶
の
対
象
と
し
て
い
る
︵
法
律
の
部
第
三
編
第
三
章
第
一
節
第
二
条
︵
L
.331-2︶︶
。
当
該
許
可
の
請
求
が
適
法
に
な
さ
れ
た
場
合
に
は
、
県
知
事
は
、
そ
の
請
求
者
、
所
有
者
お
よ
び
賃
借
人
に
対
し
て
、
受
理
済
証
と
と
も
に
、
ま
た
は
受
領
証
︵
récép
issé︶
と
交
換
で
、
許
可
か
拒
否
の
決
定
を
通
知
す
る
。
こ
こ
で
、
四
ヶ
月
が
経
過
し
て
も
決
定
の
な
い
と
き
は
、
許
可
さ
れ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
︵
命
令
の
部
第
三
編
第
三
章
第
一
節
第
六
条
︵
R
.331-6︶︶
。
こ
れ
は
、
農
業
経
営
の
推
進
を
目
的
と
す
る
制
度
設
計
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
の
産
業
構
造
は
伝
統
的
に
農
業
中
心
で
あ
っ
た
が
、
近
年
で
は
、
肥
沃
な
農
地
を
潰
し
て
都
市
的
用
途
へ
転
換
す
る
例
が
目
立
つ
と
と
も
に
、
都
市
的
需
要
の
増
大
に
よ
り
農
地
価
格
が
上
昇
し
、
都
市
近
郊
地
域
で
は
農
業
の
継
続
に
支
障
が
生
じ
つ
つ
あ
る
と
(
)
い
う
。
そ
の
よ
う
な
状
況
に
鑑
み
て
も
、
黙
示
の
許
可
制
を
選
択
す
る
政
策
は
合
理
的
で
あ
る
。
66
こ
れ
に
対
し
て
、
森
林
法
典
︵
cod
e
forestier︶
は
、
私
有
林
の
開
墾
許
可
に
つ
い
て
、
適
法
な
請
求
書
類
の
受
領
か
ら
八
ヶ
月
が
経
過
し
て
も
決
定
の
な
い
と
き
は
、
請
求
は
拒
否
さ
れ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
旨
を
規
定
し
て
い
る
︵
命
令
の
部
第
三
編
第
一
章
第
二
節
第
三
条
︵
R
.312-3︶︶
。
近
代
の
森
林
政
策
を
主
導
し
て
(
)
き
た
と
さ
れ
る
フ
ラ
ン
ス
は
、
一
七
八
九
年
の
革
命
後
、
諸
規
制
の
撤
廃
や
経
67
済
自
由
主
義
的
森
林
経
営
の
影
響
で
森
林
面
積
の
減
少
を
経
験
し
て
い
る
。
そ
の
危
機
へ
の
対
処
と
し
て
、
私
的
所
有
権
の
保
障
と
森
林
利
用
の
規
制
を
両
立
す
べ
く
制
定
さ
れ
た
の
が
、
一
八
二
七
年
五
月
二
一
日
の
森
林
法
で
あ
り
、
以
後
一
二
〇
年
間
、
森
林
政
策
の
軸
は
国
有
林
と
公
有
林
の
国
家
管
理
で
あ
(
)
っ
た
。
現
在
で
も
、
森
林
政
策
は
国
の
権
限
に
属
し
、
森
林
の
持
続
的
管
理
や
地
球
温
暖
化
68
防
止
と
い
っ
た
観
点
か
ら
の
実
施
に
と
ど
ま
ら
ず
、
雇
用
の
永
続
や
木
材
生
産
の
競
争
力
強
化
と
い
っ
た
面
の
政
策
と
も
関
連
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
近
年
の
法
改
正
に
よ
り
、
簡
易
施
業
計
画
の
作
成
を
義
務
付
け
ら
れ
る
森
林
所
有
者
の
範
囲
が
拡
大
し
て
(
)
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
森
林
の
保
護
、
森
林
経
営
の
振
興
は
、
国
の
強
い
関
心
事
項
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
69
に
、
私
有
林
の
開
墾
許
可
制
度
に
お
い
て
は
、
行
政
の
無
応
答
は
あ
く
ま
で
拒
否
の
意
思
と
み
な
さ
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
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⑷
他
領
域
に
お
け
る
黙
示
の
承
認
の
例
以
上
の
よ
う
な
都
市
計
画
、
土
地
利
用
調
整
の
分
野
と
は
利
益
状
況
が
異
な
る
租
税
の
分
野
で
も
、
黙
示
の
承
認
制
度
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
法
人
税
︵
im
p
ôt
su
r
les
sociétés︶
の
対
象
と
な
る
企
業
が
課
税
標
準
額
︵
résu
ltats
im
p
osab
les︶
か
ら
所
定
の
合
計
額
を
控
除
す
る
際
に
、
黙
示
の
認
可
︵
ag
rém
en
t︶
の
仕
組
み
が
見
ら
れ
る
。
租
税
一
般
法
典
︵
cod
e
g
én
éral
d
es
im
p
ôts︶
に
よ
る
と
、
運
輸
、
農
業
、
海
洋
漁
業
お
よ
び
養
殖
、
石
炭
産
業
お
よ
び
製
鉄
業
、
合
成
繊
維
等
の
分
野
に
お
け
る
投
資
に
つ
い
て
は
、
海
外
大
臣
の
意
見
に
の
っ
と
っ
た
予
算
大
臣
の
事
前
認
可
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
行
政
当
局
は
、
認
可
を
拒
否
し
よ
う
と
す
る
際
は
、
納
税
義
務
者
に
対
し
、
認
可
請
求
の
受
理
か
ら
三
ヶ
月
以
内
に
通
知
し
て
、
提
訴
の
機
会
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
三
ヶ
月
が
経
過
し
て
も
当
局
か
ら
返
答
が
な
け
れ
ば
、
認
可
が
黙
示
的
に
発
生
す
る
︵
第
一
巻
第
一
部
第
一
章
第
二
節
第
三
款
第
二
一
七
条
の
一
一
︵
A
rt.217
n
on
ies︶
第
三
項
第
二
号
︶
。
こ
こ
で
黙
示
の
承
認
制
度
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
、
営
利
活
動
に
お
い
て
早
期
の
税
額
確
定
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
、
お
よ
び
第
三
者
保
護
の
要
請
が
な
い
こ
と
に
由
来
す
る
も
の
と
考
え
ら
(
)
れ
る
。
70
⑸
行
政
内
部
の
(
)
統
制71
黙
示
の
決
定
の
仕
組
み
は
、
行
政
内
部
の
統
制
手
法
に
お
い
て
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
教
育
法
典
︵
cod
e
d
e
l’éd
u
ca-
tion
︶
に
よ
る
と
、
学
術
的
、
文
化
的
お
よ
び
職
業
的
︵
専
門
的
︶
性
格
の
公
施
設
法
人
は
、
﹁
子
会
社
﹂
︵
filiale︶
を
設
立
し
た
り
私
法
上
の
企
業
や
団
体
に
参
加
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
︵
法
律
の
部
第
七
編
第
一
章
第
一
節
第
一
条
︵
L
.711-1︶︶
と
こ
ろ
、
そ
の
際
の
要
件
を
定
め
る
二
〇
〇
〇
年
一
二
月
二
六
日
の
デ
ク
レ
第
一
二
六
四
号
に
よ
る
と
、
そ
れ
ら
の
活
動
は
管
理
評
議
会
に
よ
る
審
議
決
定
に
付
さ
れ
、
そ
の
議
決
に
は
大
学
区
長
や
県
財
政
部
長
等
に
よ
る
認
可
︵
ap
p
rob
ation
︶
あ
る
い
は
高
等
教
育
大
臣
や
予
算
会
計
統
制
官
に
よ
る
認
可
が
必
要
で
あ
る
︵
第
二
条
︶
。
そ
れ
ら
の
長
や
大
臣
等
が
、
受
理
か
ら
二
ヶ
月
の
間
に
反
対
し
な
け
れ
ば
、
議
決
は
認
可
さ
れ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
︵
第
三
条
︶
。
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︵
︶
法
令
上
の
用
語
は
、﹁
au
torisation
﹂
や
﹁
p
erm
is﹂
や
﹁
ag
rém
en
t﹂
等
、
多
様
で
あ
る
。
49
︵
︶
D
elau
n
ay
,op
.cit.,p
.1229
n
ote︵
118︶.
50
︵
︶
こ
れ
に
対
し
て
、
日
本
法
に
お
け
る
建
築
確
認
に
は
、
同
様
の
仕
組
み
は
な
い
。
建
築
基
準
法
は
、
建
築
主
事
は
建
築
確
認
の
申
請
を
受
理
し
た
日
か
ら
三
五
日
ま
51た
は
七
日
以
内
に
、
審
査
し
て
確
認
済
証
を
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
定
め
る
︵
第
六
条
第
四
項
︶
。
た
だ
し
、
そ
の
期
間
内
に
交
付
で
き
な
い
合
理
的
な
理
由
が
あ
る
と
き
は
、
三
五
日
の
範
囲
内
で
期
間
を
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
︵
同
第
一
二
項
︶。
︵
︶
審
査
期
間
の
保
障
は
、
同
法
の
二
〇
〇
七
年
改
正
に
お
け
る
主
要
な
点
で
あ
る
。
V
.
R
éform
e
d
u
p
erm
is
d
e
con
stru
ire,
22
n
ov
em
b
re
2007,
h
ttp
:
52//carrefou
rlocal.sen
at.fr/.
︵
︶
M
ich
elR
icard
,L
e
perm
is
d
e
con
stru
ire,4e
éd
.,2002,p
.13.
近
年
も
、
二
〇
〇
五
年
一
二
月
八
日
の
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
第
一
五
二
七
号
以
降
、
建
築
許
可
・
都
53市
計
画
許
可
制
度
の
大
幅
な
改
革
が
推
進
さ
れ
て
き
た
。
都
市
計
画
許
可
の
整
理
・
再
編
成
お
よ
び
許
可
・
届
出
の
審
査
手
続
の
再
編
成
・
簡
素
化
を
柱
と
す
る
改
革
で
あ
り
、
従
来
建
築
許
可
に
並
行
し
て
一
〇
種
類
存
在
し
た
都
市
計
画
許
可
は
、
建
築
・
改
修
・
解
体
の
三
大
制
度
に
整
理
さ
れ
て
い
る
。
L
a
réform
e
d
u
p
erm
is
d
e
con
stru
ire
et
d
es
au
torisation
s
d
’u
rb
an
ism
e,A
JD
A
2005,p
.2316.
な
お
、
各
許
可
の
対
象
や
審
査
期
間
等
に
つ
い
て
、
参
照
、
F
ran
çois-C
h
arles
B
ern
ard
et
P
atrick
D
u
ran
d
,L
e
n
ou
veau
régim
e
d
es
au
torisation
s
d
’u
rban
ism
e,2e
éd
.,2009,A
n
n
ex
es.
︵
︶
Jean
-P
ierre
L
eb
reton
,D
roit
d
e
l’u
rban
ism
e,1993,p
.202.
54
︵
︶
M
on
n
ier,op.
cit.,p
.70.
55
︵
︶
R
icard
,op.
cit.,p
.14.
こ
の
改
正
に
よ
り
、
要
件
の
審
査
手
続
が
簡
略
化
さ
れ
、
許
可
交
付
ま
で
の
期
間
が
短
縮
さ
れ
た
。
D
aloz
A
ction
,U
rban
ism
e,1996,p
.
56772.
︵
︶
M
on
n
ier,op.
cit.,p
.71.
57
︵
︶
Ibid
.,p
.69.
58
︵
︶
C
.B
lu
m
an
n
,D
roit
d
e
l’u
rban
ism
e,2e
éd
.,1979,p
.65.
59
︵
︶
数
値
は
、
前
掲
注
︵
︶
に
よ
る
。
ま
た
、
都
市
計
画
法
上
の
他
の
許
可
数
も
、
毎
年
一
四
〇
万
程
度
あ
る
と
い
う
。
60
52
︵
︶
H
en
ri
Jacq
u
ot
et
F
ran
çois
P
riet,D
roit
d
e
l’u
rban
ism
e,6e
éd
.,2008,p
p
.774-776.
61
︵
︶
V
.B
ern
ard
et
D
u
ran
d
,op.
cit.,p
.108.
62
︵
︶
建
築
許
可
は
、
あ
く
ま
で
行
政
と
建
築
者
の
関
係
を
規
制
す
る
行
為
で
あ
っ
て
、﹁
第
三
者
を
害
し
て
も
利
し
て
も
な
ら
な
い
。
よ
っ
て
、
建
築
許
可
は
第
三
者
の
63権
利
保
護
と
い
う
留
保
つ
き
で
交
付
さ
れ
る
﹂。﹁
建
築
を
計
画
す
る
者
は
皆
、
第
三
者
の
権
利
を
侵
害
し
な
い
こ
と
を
確
保
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。﹂
D
om
in
iq
u
e
M
oren
o,L
e
ju
ge
ju
d
iciaire
et
le
d
roit
d
e
l'u
rban
ism
e,
1991,p
.70.
︵
︶
ジ
ェ
ト
ロ
パ
リ
セ
ン
タ
ー
の
報
告
に
よ
る
。
h
ttp
://w
w
w
.jetrop
aris.fr/m
af
/m
en
u
2/2002/200210_6.h
tm
l.
64
︵
︶
こ
の
他
、
民
間
航
空
法
典
︵
cod
e
d
e
l’av
iation
civ
ile︶
所
定
の
私
的
な
飛
行
場
の
使
用
権
取
得
︵
三
〇
日
ま
た
は
九
〇
日
︶
の
よ
う
に
、
黙
示
の
許
可
決
定
と
65
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み
な
す
と
と
も
に
、
そ
の
期
間
を
二
ヶ
月
と
は
異
な
っ
て
定
め
る
例
も
あ
る
。
︵
︶
毎
年
五
万
五
〇
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
農
地
が
都
市
的
用
途
に
転
換
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
伊
藤
正
人
﹁
フ
ラ
ン
ス
の
新
し
い
農
業
政
策
︱
農
業
方
向
付
け
法
案
の
概
66要
︱
﹂
農
林
水
産
政
策
研
究
所
レ
ビ
ュ
ー
N
o.17︵
二
〇
〇
五
年
︶
一
一
頁
。
︵
︶
石
井
寛
﹁
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
日
本
の
森
林
政
策
の
展
開
と
そ
の
特
徴
﹂
林
業
経
済
研
究
V
ol.49
N
o.1︵
二
〇
〇
三
年
︶
三
頁
。
67
︵
︶
前
掲
四
頁
。
私
有
林
は
、
開
墾
許
可
制
度
に
よ
る
施
業
規
制
以
外
、
原
則
自
由
と
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
経
済
成
長
に
伴
っ
て
木
材
需
要
68が
増
大
し
た
た
め
、
森
林
を
増
や
す
た
め
に
国
家
林
業
基
金
制
度
が
創
設
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
各
地
に
地
域
森
林
所
有
者
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
、
森
林
所
有
者
に
よ
る
簡
易
施
業
計
画
を
認
可
す
る
等
の
行
政
権
限
を
付
与
さ
れ
た
。
︵
︶
前
掲
五
頁
。
69
︵
︶
こ
こ
で
用
い
ら
れ
る
黙
示
の
承
認
制
度
は
、
法
律
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
て
い
る
た
め
、
Ｄ
Ｃ
Ｒ
Ａ
法
第
二
二
条
と
の
衝
突
は
生
じ
て
い
な
い
と
解
さ
れ
る
。
70
︵
︶
特
定
の
機
関
が
請
求
す
る
場
合
の
黙
示
の
認
可
︵
ap
p
rob
ation
︶
と
、
国
民
が
請
求
す
る
場
合
の
黙
示
の
許
可
︵
au
torisation
︶
は
、
分
類
し
て
説
明
さ
れ
る
71が
、
ど
ち
ら
の
場
合
に
も
行
政
の
無
応
答
が
黙
示
の
承
認
︵
accep
tation
︶
決
定
を
発
生
さ
せ
う
る
と
い
う
点
で
、
並
べ
て
考
察
さ
れ
て
い
る
。
V
,M
on
n
ier,op.
cit.,
p
p
.23-24.
一
九
八
二
年
の
地
方
分
権
改
正
︵
諸
︶
法
に
よ
っ
て
全
面
的
に
廃
止
さ
れ
る
ま
で
は
、
市
町
村
会
や
県
会
に
よ
る
一
定
の
議
決
に
対
し
、
国
家
に
よ
る
後
見
監
督
︵
tu
tele
︶
と
し
て
予
先
的
認
可
︵
ap
p
rob
ation
p
réalab
le︶
が
必
要
で
あ
り
、
黙
示
の
認
可
の
仕
組
み
が
観
察
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
後
も
、
公
施
設
法
人
や
一
定
の
私
法
人
に
対
す
る
監
督
に
お
い
て
黙
示
の
認
可
が
残
存
す
る
。
Ibid
.,p
p
.47-67.
な
お
、
今
日
の
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
、
国
立
大
学
の
よ
う
な
公
施
設
法
人
と
国
と
の
関
係
を
行
政
内・
部・
の
関
係
と
表
現
す
べ
き
か
ど
う
か
に
は
議
論
の
余
地
が
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
稿
で
は
、
黙
示
の
許
認
可
制
度
が
広
く
活
用
さ
れ
て
き
た
実
態
を
描
出
す
る
た
め
に
、
あ
え
て
﹁
国
民
と
行
政
﹂
と
﹁
行
政
内
部
﹂
と
い
う
区
別
を
用
い
た
。
五
お
わ
り
に
⑴
フ
ラ
ン
ス
法
に
お
け
る
黙
示
の
決
定
制
度
以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、﹁
沈
黙
=
承
認
﹂
は
、
当
初
は
主
に
行
政
の
怠
慢
へ
の
制
裁
を
目
的
と
す
る
制
度
と
し
て
形
成
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
黙
示
の
拒
否
ま
た
は
承
認
の
法
理
は
、
徐
々
に
個
人
の
自
由
や
被
監
督
法
人
の
自
由
を
保
障
す
る
方
法
と
し
て
位
置
付
け
(
)
ら
れ
、
さ
ら
に
今
日
で
は
行
政
手
続
の
促
進
と
し
て
理
解
さ
れ
る
傾
向
が
強
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
そ
し
て
、
黙
示
の
許
可
制
度
の
発
72
達
を
牽
引
し
て
き
た
の
は
私
的
所
有
権
の
分
野
等
で
(
)
あ
り
、﹁
沈
黙
=
拒
否
﹂
原
則
を
打
ち
破
る
程
に
強
い
要
請
が
、
そ
の
よ
う
な
分
73
野
に
お
け
る
行
政
需
要
の
増
大
お
よ
び
迅
速
な
権
利
実
現
へ
の
要
求
等
か
ら
発
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。
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こ
れ
に
対
し
て
、
国
家
的
関
心
の
特
に
強
い
事
項
に
つ
い
て
は
、
あ
く
ま
で
﹁
沈
黙
=
拒
否
﹂
の
原
則
が
維
持
さ
れ
て
い
る
。﹁
沈
黙
=
承
認
﹂
の
代
表
例
で
あ
る
都
市
計
画
・
建
築
許
可
制
度
に
お
い
て
さ
え
、
国
防
大
臣
の
許
可
を
要
す
る
工
事
に
つ
い
て
は
﹁
沈
黙
=
拒
否
﹂
と
構
成
さ
れ
る
。
ま
た
、
Ｄ
Ｃ
Ｒ
Ａ
法
自
体
、
国
際
協
定
や
治
安
面
、
財
政
面
に
お
い
て
は
行
政
立
法
に
よ
る
黙
示
の
承
認
制
度
創
設
を
禁
じ
て
い
る
︵
第
二
二
条
︶
。
こ
の
よ
う
な
分
野
で
は
、
む
し
ろ
、
黙
示
の
決
定
が
発
生
す
る
期
限
を
変
更
す
る
例
が
見
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
外
国
人
の
入
国
お
よ
び
滞
在
な
ら
び
に
保
護
権
に
関
す
る
法
典
︵
cod
e
d
e
l’en
trée
et
séjou
r
d
es
étran
g
ers
et
d
u
d
roit
d
’asile︶
は
、
外
国
人
の
滞
在
許
可
申
請
に
対
し
て
、
四
ヶ
月
以
上
の
沈
黙
が
拒
否
決
定
に
相
当
す
る
と
定
め
て
い
る
︵
命
令
の
部
第
三
編
第
一
章
第
一
節
第
一
二
条
︵
R
.311-12︶︶
。
さ
ら
に
、
特
別
の
権
限
を
私
人
に
付
与
す
る
行
政
決
定
に
つ
い
て
も
、
行
政
の
沈
黙
は
あ
く
ま
で
拒
否
と
構
成
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
職
業
組
合
の
代
表
性
︵
rep
résen
tativ
ité
sy
n
d
icale︶
は
、
認
め
ら
れ
る
と
労
働
協
約
の
締
結
権
、
従
業
員
代
表
者
候
補
リ
ス
ト
の
独
占
的
提
出
権
、
各
種
審
議
会
へ
の
出
席
権
等
と
い
っ
た
重
要
な
特
権
を
享
受
す
る
概
念
で
(
)
あ
る
と
こ
ろ
、
労
働
法
典
︵
cod
e
d
u
trav
ail︶
は
、
代
表
性
の
認
定
に
つ
い
て
、
労
働
大
臣
に
よ
る
沈
黙
が
黙
示
の
拒
74
否
決
定
と
み
な
さ
れ
る
期
間
を
六
ヶ
月
と
定
め
て
い
る
︵
命
令
の
部
第
二
部
第
一
編
第
二
章
第
一
節
第
二
条
︵
R
.2121-2︶︶
。
⑵
日
本
法
に
お
け
る
黙
示
の
決
定
制
度
翻
っ
て
日
本
法
を
見
る
に
、
個
別
法
に
お
い
て
は
、
黙
示
の
決
定
制
度
を
備
え
て
い
る
例
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
生
活
保
護
法
は
、
保
護
の
開
始
の
申
請
が
あ
っ
た
日
か
ら
一
四
日
以
内
に
、
保
護
の
実
施
機
関
が
﹁
保
護
の
要
否
、
種
類
、
程
度
及
び
方
法
﹂
を
決
定
し
て
申
請
者
に
通
知
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
旨
を
定
め
︵
第
二
四
条
第
三
項
︶
、
特
別
な
理
由
が
あ
る
場
合
は
右
の
期
間
を
三
〇
日
ま
で
延
長
で
き
る
と
し
た
上
で
、
三
〇
日
以
内
に
通
知
が
な
い
と
き
は
申
請
者
に
お
い
て
﹁
保
護
の
実
施
機
関
が
申
請
を
却
下
し
た
も
の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
﹂
と
規
定
す
る
︵
同
第
四
項
︶
。
す
な
わ
ち
、﹁
み
な
し
拒
否
﹂
の
仕
組
み
で
(
)
あ
る
。
75
反
対
に
、﹁
み
な
し
承
認
﹂
や
﹁
み
な
し
認
可
﹂
の
立
法
例
と
し
て
は
、
一
定
期
間
の
経
過
(
)
後
に
利
益
処
分
を
擬
制
す
る
規
定
と
し
76
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て
、
青
色
申
告
の
承
認
︵
所
得
税
法
第
一
四
七
条
︶
、
農
業
協
同
組
合
の
設
立
認
可
︵
農
業
協
同
組
合
法
第
六
一
条
第
一
項
、
第
二
項
︶
や
水
産
業
協
同
組
合
の
設
立
認
可
︵
水
産
業
協
同
組
合
法
第
六
五
条
第
一
項
、
第
二
項
︶
等
が
(
)
あ
る
。
77
こ
う
い
っ
た
立
法
例
に
つ
(
)
い
て
、
黙
示
の
決
定
制
度
の
法
理
や
根
拠
は
統
一
的
に
把
握
さ
れ
て
は
い
な
い
も
(
)
の
の
、
た
と
え
ば
、
生
78
79
活
保
護
の
給
付
は
国
家
の
財
政
支
出
で
あ
る
か
ら
﹁
沈
黙
=
承
認
﹂
と
は
構
成
で
き
な
い
の
に
対
し
て
、
各
種
組
合
の
設
立
認
可
に
つ
い
て
は
私
人
に
よ
る
組
合
結
成
の
自
由
を
重
視
し
、
公
益
へ
の
侵
害
程
度
や
第
三
者
保
護
の
要
請
が
相
対
的
に
低
い
た
め
﹁
沈
黙
=
承
認
﹂
と
構
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
っ
た
理
解
が
可
能
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
⑶
黙
示
の
決
定
制
度
を
日
本
法
へ
導
入
す
る
必
要
性
の
有
無
黙
示
の
決
定
制
度
は
、
訴
訟
法
上
の
技
術
と
し
て
は
、
日
本
法
・
フ
ラ
ン
ス
法
の
行
政
訴
訟
体
系
の
相
違
を
背
景
に
、
定
着
の
程
度
が
大
い
に
異
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
制
度
を
長
く
活
用
し
て
き
た
フ
ラ
ン
ス
法
に
お
い
て
、
﹁
沈
黙
=
承
認
﹂
の
一
般
化
を
主
張
す
る
議
論
が
繰
り
返
さ
れ
つ
つ
﹁
沈
黙
=
拒
否
﹂
の
原
則
が
維
持
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
、
黙
示
の
承
認
に
対
す
る
ジ
レ
ン
マ
の
存
在
を
浮
き
彫
り
に
し
て
い
る
。
黙
示
の
承
認
は
、
行
政
の
真
正
の
意
思
に
か
か
わ
ら
ず
申
請
者
に
実
体
法
上
の
権
利
を
発
生
さ
せ
う
る
仕
組
み
で
あ
っ
て
、
早
期
の
権
利
実
現
へ
の
要
請
に
鑑
み
れ
ば
積
極
的
に
評
価
さ
れ
る
も
の
の
、
公
益
や
第
三
者
の
権
利
の
保
護
と
い
う
観
点
か
ら
は
慎
重
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
認
識
に
は
、
一
定
の
普
遍
性
を
指
摘
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
で
は
、
黙
示
の
拒
否
は
、
こ
れ
を
一
般
的
制
度
と
し
て
日
本
法
へ
導
入
す
る
必
要
が
あ
る
で
あ
ろ
う
か
。
二
〇
〇
四
年
の
行
政
事
件
訴
訟
法
改
正
に
よ
り
義
務
付
け
訴
訟
が
法
定
さ
れ
た
今
日
で
は
、
仮
に
黙
示
の
拒
否
制
度
が
導
入
さ
れ
れ
ば
、︿
み
な
し
拒
否
処
分
の
取
消
︵
ま
た
は
無
効
等
確
認
︶
訴
訟
と
許
可
の
義
務
付
け
訴
訟
﹀
の
併
合
提
起
を
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
導
入
さ
れ
な
く
と
も
︿
不
作
為
の
違
法
確
認
訴
訟
と
許
可
の
義
務
付
け
訴
訟
﹀
の
併
合
提
起
が
可
能
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
個
別
法
に
お
け
る
活
用
の
範
囲
を
拡
げ
て
い
く
こ
と
は
あ
る
と
し
て
も
、
一
般
法
に
お
い
て
特
に
黙
示
の
拒
否
制
度
を
創
設
す
る
必
要
性
は
高
い
と
は
い
え
(
)
な
い
。
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実
際
、
先
だ
っ
て
の
司
法
制
度
改
革
に
お
け
る
行
政
訴
訟
検
討
会
で
は
、
不
作
為
の
違
法
確
認
訴
訟
に
つ
い
て
、
み
な
し
拒
否
処
分
と
し
て
救
済
し
た
方
が
端
的
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
も
検
討
さ
れ
た
が
、
反
論
と
し
て
、
①
ど
の
く
ら
い
の
期
間
が
経
っ
た
ら
拒
否
処
分
と
み
な
せ
る
か
は
個
別
の
処
分
に
よ
っ
て
異
な
る
た
め
、
一
般
的
に
定
め
る
の
は
難
し
い
、
あ
る
い
は
、
②
仮
に
こ
れ
を
拒
否
処
分
に
対
す
る
取
消
訴
訟
と
構
成
す
る
と
、
争
い
の
中
心
的
テ
ー
マ
は
拒
否
事
由
の
存
否
に
な
っ
て
し
ま
い
、
行
政
庁
に
よ
る
応
答
の
遅
延
と
い
う
手
続
的
な
違
法
は
テ
ー
マ
の
外
側
に
な
っ
て
し
ま
う
お
そ
れ
が
あ
る
、
と
い
う
も
の
が
見
ら
(
)
れ
た
。
81
た
だ
し
、
今
回
の
行
政
事
件
訴
訟
法
改
正
で
は
導
入
さ
れ
な
か
っ
た
が
、﹁
み
な
し
拒
否
処
分
に
つ
い
て
…
…
ア
イ
デ
ア
と
し
て
は
、
今
後
も
議
論
は
し
て
い
き
た
い
﹂
と
さ
れ
て
(
)
お
り
、
黙
示
の
決
定
制
度
に
つ
い
て
紹
介
・
検
討
す
る
意
義
は
依
然
と
し
て
存
在
し
て
い
82
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
⑷
無
応
答
に
対
す
る
日
仏
の
見
方
の
違
い
フ
ラ
ン
ス
法
は
、
中
途
半
端
な
不
作
為
状
態
を
極
力
排
除
し
て
、
拒
否
な
ら
拒
否
と
し
て
明
確
化
し
た
上
で
、
そ
の
行
政
決
定
を
統
制
す
る
と
い
う
伝
統
を
も
つ
。
こ
れ
に
対
し
て
、
日
本
法
は
、
義
務
付
け
訴
訟
が
法
定
さ
れ
た
現
在
で
も
不
作
為
の
違
法
確
認
訴
訟
を
(
)
残
し
、
不
作
為
状
態
そ
の
も
の
の
統
制
に
も
意
義
を
見
出
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
形
で
﹁
時
の
裁
量
﹂
の
濫
用
を
統
制
す
る
仕
組
み
83
を
有
す
る
日
本
法
は
、
行
政
の
﹁
沈
黙
﹂
あ
る
い
は
不
作
為
状
態
の
存
在
を
あ
る
程
度
ま
で
許
容
し
つ
つ
、
不
作
為
状
態
を
是
正
し
て
行
政
の
意
思
表
明
を
求
め
る
︵
不
作
為
争
訟
︶
か
、
満
足
的
処
分
を
直
に
求
め
る
︵
義
務
付
け
訴
訟
︶
か
を
、
申
請
者
の
選
択
に
委
ね
う
る
制
度
設
計
に
な
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
こ
の
差
異
は
、
日
本
法
・
フ
ラ
ン
ス
法
に
お
け
る
不
作
為
に
対
す
る
見
方
の
違
い
を
表
す
も
の
と
し
て
、
示
唆
的
で
あ
る
。
︵
︶
M
on
n
ier,op.
cit.,
p
.171.
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︵
︶
Ibid
.,p
.69.
73
︵
︶
山
口
俊
夫
編
﹃
フ
ラ
ン
ス
法
辞
典
﹄︵
東
京
大
学
出
版
、
二
〇
〇
二
年
︶
五
八
四
頁
。
74
︵
︶
他
に
、
拒
否
と
﹁
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
﹂
旨
を
規
定
す
る
例
と
し
て
は
、
弁
護
士
会
に
よ
る
日
本
弁
護
士
連
合
会
へ
の
進
達
︵
弁
護
士
法
第
一
二
条
第
四
項
︶
等
75が
あ
る
。
た
だ
し
、
本
来
、﹁
み
な
す
﹂
と
い
う
用
語
は
当
事
者
間
の
別
段
の
取
り
決
め
や
反
証
を
許
さ
な
い
意
義
の
は
ず
で
あ
る
。﹁
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
﹂
と
い
う
表
現
が
惹
起
す
る
問
題
に
つ
い
て
、
参
照
、
兼
子
仁
﹁
行
政
庁
の
不
作
為
に
対
す
る
救
済
﹂
時
の
法
令
四
九
三
号
︵
一
九
六
四
年
︶
四
七
頁
。
ま
た
、
審
査
請
求
に
対
す
る
決
定
に
関
し
て
定
め
る
例
と
し
て
、
健
康
保
険
法
第
一
八
九
条
第
二
項
は
、
健
康
保
険
被
保
険
者
の
資
格
、
標
準
報
酬
、
保
険
給
付
に
関
す
る
処
分
に
不
服
の
あ
る
者
に
よ
る
審
査
請
求
に
対
し
て
六
〇
日
以
内
に
決
定
が
な
い
場
合
は
、﹁
棄
却
し
た
も
の
と
み
な
し
て
、
社
会
保
険
審
査
会
に
対
し
て
再
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
﹂
と
す
る
。
同
様
の
規
定
と
し
て
、
国
民
年
金
法
第
一
〇
一
条
第
二
項
等
が
あ
る
。
︵
︶
一
定
期
間
の
経
過
に
よ
っ
て
私
人
の
権
利
・
利
益
状
態
が
変
動
し
う
る
仕
組
み
と
し
て
は
、
こ
の
他
に
、﹁
許
可
代
替
的
届
出
﹂
制
度
の
存
在
が
指
摘
さ
れ
る
。
﹁
法
76効
果
を
持
つ
届
出
﹂
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
る
が
、
あ
く
ま
で
届
出
で
あ
る
た
め
、
一
定
期
間
の
経
過
後
に
﹁
取
消
訴
訟
の
対
象
と
す
べ
き
行
政
庁
の
行
為
が
な
い
﹂
。
芝
池
義
一
﹃
行
政
法
読
本
﹄︵
有
斐
閣
、
二
〇
〇
九
年
︶
一
九
七
︱
一
九
九
頁
。
し
た
が
っ
て
、
み
な
し
許
可
制
度
と
同
じ
意
味
で
法
効
果
を
持
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
︵
︶
こ
れ
ら
の
規
定
は
、
み
な
し
拒
否
の
場
合
と
異
な
り
、
絶
対
的
﹁
み
な
し
﹂
の
書
き
方
を
し
て
い
る
。
77
︵
︶
宇
賀
克
也
﹃
行
政
法
概
説
Ⅰ
行
政
法
総
論
︻
第
三
版
︼﹄︵
有
斐
閣
、
二
〇
〇
九
年
︶
九
三
︱
九
四
頁
は
、
行
政
手
続
法
所
定
の
標
準
処
理
期
間
と
の
関
連
で
こ
れ
ら
78の
立
法
例
に
言
及
す
る
。
︵
︶
参
照
、
菊
井
康
郎
﹁
黙
示
的
行
政
行
為
︱
西
ド
イ
ツ
及
び
わ
が
国
に
お
け
る
︱
﹂
上
智
法
学
論
集
二
四
巻
一
号
︵
一
九
八
一
年
︶
一
︱
八
五
頁
。
79
︵
︶
申
請
に
対
す
る
処
分
が
い
つ
な
さ
れ
る
か
は
、
行
政
が
処
分
の
時
期
を
主
体
的
に
左
右
し
て
い
る
場
合
だ
け
で
な
く
、
処
分
後
に
振
り
返
っ
て
ど
れ
だ
け
の
時
間
が
80か
か
っ
た
か
と
い
う
結
果
の
問
題
の
場
合
も
あ
る
。
行
政
の
怠
慢
や
意
図
的
な
処
分
留
保
に
よ
っ
て
申
請
処
理
に
長
時
間
が
か
か
っ
て
い
る
場
合
も
あ
れ
ば
、
真
剣
に
申
請
処
理
を
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
判
断
の
困
難
性
や
複
雑
性
の
た
め
処
分
ま
で
に
長
時
間
を
要
し
て
い
る
場
合
も
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
、
不
作
為
争
訟
に
お
い
て
、
﹁
相
当
の
期
間
﹂
内
に
処
分
を
﹁
し
な
か
っ
た
﹂
こ
と
と
﹁
で
き
な
か
っ
た
﹂
こ
と
は
区
別
さ
れ
る
べ
き
と
も
思
わ
れ
る
。
一
方
で
、
申
請
者
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
い
ず
れ
に
し
て
も
未
だ
処
分
が
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
そ
の
点
、
処
分
手
続
が
長
引
く
と
い
う
こ
と
自
体
が
申
請
者
に
と
っ
て
重
大
な
不
利
益
に
な
り
う
る
と
し
て
、
標
準
処
理
期
間
設
定
の
努
力
義
務
︵
行
政
手
続
法
第
六
条
︶
や
申
請
到
達
時
の
審
査
義
務
発
生
︵
同
第
七
条
︶
と
い
っ
た
規
定
の
意
義
が
評
価
さ
れ
て
い
る
。
参
照
、
藤
田
宙
靖
﹃
行
政
法
Ⅰ
︵
総
論
︶
第
四
版
改
訂
版
﹄︵
青
林
書
院
、
二
〇
〇
五
年
︶
一
五
五
︱
一
五
六
頁
。
な
お
、
最
判
平
成
三
年
四
月
二
六
日
民
集
四
五
巻
四
号
六
五
三
頁
︵
水
俣
病
認
定
遅
延
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
︶
は
、﹁
相
当
の
期
間
﹂
内
に
処
分
﹁
で
き
な
か
っ
た
﹂
こ
と
と
﹁
し
な
か
っ
た
﹂
こ
と
を
区
別
し
た
上
で
、
時
間
経
過
の
違
法
事
由
と
し
て
両
者
を
要
求
し
て
い
る
。
︵
︶
司
法
制
度
改
革
行
政
訴
訟
検
討
会
第
一
三
回
議
事
概
要
。
み
な
し
拒
否
処
分
の
一
般
的
導
入
に
関
す
る
議
論
は
、
義
務
付
け
訴
訟
を
認
め
る
か
ど
う
か
の
議
論
と
一
81体
を
な
す
も
の
で
あ
っ
た
。
行
政
事
件
訴
訟
法
改
正
前
の
文
献
と
し
て
、
参
照
、
加
藤
泰
守
﹁
行
政
庁
の
不
作
為
に
対
す
る
救
済
﹂
田
中
二
郎
ほ
か
編
﹃
行
政
法
講
座
第
三
巻
﹄
︵
有
斐
閣
、
一
九
六
五
年
︶
一
四
一
頁
。
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350
︵
︶
前
掲
・
議
事
概
要
。
82
︵
︶
義
務
付
け
訴
訟
が
法
定
さ
れ
る
前
か
ら
、
不
作
為
の
違
法
確
認
訴
訟
と
義
務
付
け
訴
訟
の
近
似
性
を
指
摘
し
た
も
の
と
し
て
、
原
田
尚
彦
﹃
訴
え
の
利
益
﹄
︵
弘
文
83堂
、
一
九
七
三
年
︶
七
九
頁
。
法
定
後
の
指
摘
と
し
て
、
宇
賀
・
前
掲
注
︵
︶﹃
改
正
行
政
事
件
訴
訟
法
︱
改
正
法
の
要
点
と
逐
条
解
説
︱
︻
補
訂
版
︼﹄
二
六
頁
。
2
︻
追
記
︼
本
稿
は
、
二
〇
〇
九
年
六
月
の
フ
ラ
ン
ス
行
政
法
研
究
会
で
の
報
告
を
基
に
し
て
い
る
。
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